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日　時／ 令和８年6月21日（日）

場　所／ 岐阜グランドホテル
総会・懇親会：12：00～15：00
受　　付：11：00～

ロイヤルシアター（地下１階）
参加費／ 一人 10,000円　学生 5,000円

（払込取扱票での参加費払込が出席の申し込みとなります）
参加申込締切／ 6月5日（金）

長良高校同窓会総会・懇親会
令 和 ８ 年 度

　今年度は、45期（平成6年3月卒）がメインホストとして、長良高校同
窓会懇親会を運営させていただきます。
　今回のテーマは、

「青春は終わらない　再会の喜び無限大∞
　～CROSS ROAD　新たなる道をいざいかん～」です。
　伝統ある長良高校の歴史の１ページを刻んだ仲間達と共に久々の再
会を喜び、当時を懐かしみながら楽しく過ごせる時間をつくりたいと思っ
ております。皆様、お誘いあわせの上多数のご参加お待ちしております。
　サブホストの44期・46期の皆様、サポートホストの15・25・35・55・65期
の皆様、お力添えいただけますと幸いです。

メインホスト45期　懇親会実行委員長　堀井　崇司

球技大会球技大会

体育祭体育祭

共通テスト激励会共通テスト激励会

文化祭文化祭

写真撮影：写真部
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退
職・転
出・転
入

さ
れ
た
教
職
員
の
方
々

『長良の風』

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、日

頃
よ
り
母
校
の
教
育
活
動
に

格
別
の
御
理
解
と
御
支
援

を
賜
り
、厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
校
で
は
今
年
度
よ
り
、

生
徒
の
将
来
の
進
路
選
択
や

職
業
観
を
広
げ
る
機
会
と

す
る
た
め
、各
方
面
で
ご
活

躍
の
同
窓
生
様
に
講
師
と
し

て
お
越
し
い
た
だ
き
、専
門
分

野
の
紹
介
や
進
路
に
関
す
る

助
言
を
い
た
だ
く
「
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
ミ
ニ
講
座
」を
開
催
い

た
し
ま
す
。ま
た
、同
窓
生
の

藤
井
豊
文
様
が
世
界
組
織
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
ら
れ
た
岐
阜

県
人
会
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

様
と
本
校
の
間
で
、連
携
協

定
を
締
結
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
強
力

な
同
窓
会
の
お
力
の
賜
物
と

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、長
良
に
は
い
つ
も
、

心
地
よ
い
風
が
吹
い
て
い
ま

す
。そ
れ
は
、生
徒
た
ち
が
醸

し
出
す
伸
び
や
か
な
風
。本

校
の
生
徒
た
ち
は
、勉
強
に
、

部
活
動
に
、学
校
行
事
に
と
、

全
部
頑
張
る
。
全
部
楽
し

む
。朝
も
放
課
後
も
、学
校

は
元
気
な
生
徒
の
声
や
姿
で

活
気
に
あ
ふ
れ
、ま
た
、学
習

へ
と
切
り
替
え
る
生
徒
の
姿

勢
と
い
う
の
は
、本
当
に
見

事
な
も
の
で
す
。

　

か
つ
て
、同
窓
生
の
皆
様
が

汗
を
流
さ
れ
た
高
校
時
代
が

あ
り
ま
し
た
。時
代
は
変
わ

り
、身
近
な
景
色
も
、人
の
人

生
観
も
、世
の
中
は
変
わ
り

は
し
ま
し
た
が
、先
輩
た
ち
の

背
中
を
見
な
が
ら
、憧
れ
な

が
ら
、後
輩
た
ち
が
頑
張
っ

て
、繋
い
で
、培
っ
て
お
り
ま
す

「
文
武
両
道
」と「
礼
儀
正
し

さ
」の
伝
統
は
、脈
々
と
今
に

受
け
継
が
れ
て
、他
校
に
は

な
い
大
き
な
特
色
と
し
て
輝

き
を
放
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
春
の
卒
業
式
で
、第

77
期
生
を
代
表
し
て
答
辞
を

述
べ
た
田
中
梨
聖
さ
ん
は
、

部
活
動
の
日
々
を
振
り
返

り
、一
緒
に
汗
を
流
し
て
く
れ

た
仲
間
が
い
た
こ
と
に
感
謝

し
な
が
ら
、「
人
と
学
ぶ
」こ

と
が
ど
う
い
う
こ
と
か
理
解

で
き
た
と
後
輩
た
ち
に
語
り

掛
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
大
学
等
の
合
格

状
況
や
部
活
動
実
績
は
別

頁
の
と
お
り
で
す
が
、一
人
一
人

の
生
徒
に
と
っ
て
、大
き
な
ド

ラ
マ
が
あ
り
ま
し
た
。
サ
ッ

カ
ー
部
は
、６
月
の
県
大
会
の

決
勝
戦
。体
を
張
っ
て
王
者

帝
京
に
勝
ち
に
い
く
試
合

に
、競
技
場
全
体
が
し
び
れ

ま
し
た
。コ
ー
ラ
ス
部
は
少
人

数
な
が
ら
、夏
の
N
H
K
コ
ン

ク
ー
ル
で
７
年
ぶ
り
、全
日
本

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
６
年
ぶ
り

の
県
大
会
金
賞
に
輝
き
、先

輩
の
思
い
を
託
さ
れ
た
後
輩

た
ち
は
、秋
の
大
会
で
全
国

大
会
へ
の
切
符
を
掴
ん
で
く

れ
ま
し
た
。近
年
、本
校
で
国

公
立
大
学
合
格
者
数
が
安

定
し
て
1
0
0
名
を
超
え
て

い
る
こ
と
は
、部
活
動
と
進

路
実
績
の
両
輪
が
か
み
合
っ

て
い
る
も
の
と
高
く
評
価
し

て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
か
皆
様
、今
年
度
も
、

長
良
か
ら
吹
く
伸
び
や
か
な

風
、「
長
良
の
風
」に
注
目
い

た
だ
き
ま
し
て
、応
援
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
、何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

退
職・転
出・転
入

さ
れ
た
教
職
員
の
方
々

〈
退
職
・
転
出
〉

前
田
輝
美（
教
頭
・
英
語
）各
務
原
西

愛
敬
隆
施（
国
語
）岐
南
工
、済
美（
非
常
勤
）

小
池
雅
子（
国
語
）（
退
職
）

杉
山
博
宣（
数
学
）岐
大
教
職
大
学
院（
研
修
）

上
野
真
弘（
数
学
）関

富
田
充
弘（
理
科
）山
県（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
）

長
谷
川
貴
俊（
理
科
）関

林
田
圭
子（
英
語
）池
田

髙
村
靖
子（
家
庭
）岐
阜
各
務
野

＊
以
下
常
勤
講
師

金
武
伊
織（
英
語
）岐
阜（
新
採
）

　
　

〈
転
入
〉

佐
賀
あ
ゆ
み（
教
頭
・
英
語
）岐
阜
本
巣
特
別
支
援

藤
田
真
美（
国
語
）華
陽
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア（
定
時
制
）

大
塚
麻
子（
国
語
）関（
常
勤
講
師
）（
新
採
）

津
田
健
介（
数
学
）加
茂

柴
田
泰
地（
理
科
）岐
阜
工
業

山
中
陽
向（
英
語
）（
大
学
卒
業
）（
新
採
）

関
谷
志
緒
弥（
家
庭
）各
務
原
西

＊
以
下
常
勤
講
師

千
國
颯
真（
数
学
）（
大
学
卒
業
）

伊
藤　

修（
理
科
）岐
阜
農
林

大
塚
洋
子（
英
語
）岐
山

鶴
田
浩
幸（
英
語
）一
宮
市
立
浅
井
中

教 

職 

員 

鵜飼 陽一郎学校長

『長良らしく』
國島太佳生（32 期）

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
同

窓
会
の
活
動
・
運
営
に
ご
理
解

ご
協
力
を
賜
り
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

去
る
三
月
一
日
、
令
和
七
年
度

卒
業
証
書
授
与
式
が
挙
行
さ
れ

７７
期
生
３
５
６
名
が
学
び
舎
を
巣

立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
現
在
、
制

服
は
従
来
か
ら
の
学
生
服
（
女
子

は
ブ
レ
ザ
ー
）
と
、
昨
年
度
採
用

し
た
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
タ
イ
プ
の
２
種
類

が
あ
り
日
常
の
学
校
生
活
で
は
両

方
見
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
卒

業
式
に
は
卒
業
生
も
在
校
生
も

皆
が
学
生
服
タ
イ
プ
を
着
用
し
参

列
し
て
い
ま
し
た
。
晴
れ
の
門
出

の
日
に
は
統
一
感
が
あ
り
厳
粛
な

雰
囲
気
の
下
で
、
彼
ら
を
迎
え
入

れ
る
頼
も
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
列

席
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
、
私
は
他
校
同
窓
会
の

企
画
や
行
事
に
参
加
す
る
機
会
を

頂
き
ま
し
た
。
一つ
は
、
岐
阜
北
高

校
同
窓
会
の
会
報
北
斗
会
だ
よ
り

「
会
長
対
談
」
と
い
う
企
画
に
、

長
良
高
校
と
岐
阜
工
業
高
校
の
各

同
窓
会
長
が
招
か
れ
、
三
者
で
活

動
状
況
等
の
情
報
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
北
高
の
特
色
と
し
て
は
、

会
報
の
内
容
の
充
実
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
そ
こ
か
ら
広
告
協
賛
の

拡
大
、
収
入
増
に
結
び
つ
け
、
在

校
生
の
留
学
の
資
金
援
助
に
役
立

て
て
い
ま
し
た
。
も
う
一つ
は
、
岐

阜
工
業
高
校
学
校
創
立
百
周
年

記
念
式
典
に
参
加
致
し
ま
し
た
。

百
年
と
い
う
節
目
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
来
賓
に
知
事
を
招
き
盛
大
に

開
催
し
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、高
額
な
実
習
教
材
の
寄
贈
等
、

実
業
高
校
ら
し
い
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
し
た
。
各
同
窓
会
が
、
母

校
の
特
色
に
合
っ
た
支
援
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
各
校
特
色
が

あ
り
ま
す
が
、
ど
の
同
窓
会
で
も

基
盤
と
な
る
の
は
や
は
り
母
校
愛

で
あ
る
と
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

本
校
は
言
う
ま
で
も
な
く
文
武

両
道
が
特
色
で
あ
り
、
こ
れ
を
継

続
し
つ
つ
近
年
英
語
教
育
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
本
会
に
お
い
て

は
、
毎
年
「
部
活
動
激
励
金
」

を
学
校
に
寄
付
し
て
い
ま
す
が
、

出
来
る
こ
と
な
ら
も
っ
と
も
っ
と
在

校
生
へ
の
支
援
活
動
を
充
実
し
て

い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
あ
り

ま
す
。
今
後
も
多
く
の
方
々
か
ら

広
く
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
長
良

高
校
ら
し
く
来
た
る
８０
周
年
そ
し

て
百
周
年
へ
と
繋
げ
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
皆
様
方

の
一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
４５
期
が
メ
イ
ン
ホ

ス
ト
期
と
し
て
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
良

く
精
力
的
に
総
会
懇
親
会
の
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
さ
て
、
ど
ん
な

楽
し
い
時
間
を
作
り
上
げ
て
く
れ

る
の
か
、
今
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

懇
親
会
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
諸

物
価
高
騰
の
折
、
や
む
な
く
値

上
げ
を
致
し
ま
し
た
。
大
変
心
苦

し
い
改
定
で
あ
り
ま
す
が
、
事
情

を
ご
賢
察
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
か
多
く
の

方
々
に
ご
参
加
を
頂
き
、
５
０
０

人
の
仲
間
で
一
緒
に
楽
し
い
時
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

同窓会会長

〈
転
出
〉

大
塚
香
織（
主
査・事
務
）羽
島
特
別
支
援

小
川
知
美（
主
任・学
校
司
書
）岐
阜
城
北

　〈
転
入
〉

猪
島
寿
美
子（
係
長・学
校
司
書
）岐
阜
城
北

武
藤
有
里
菜（
主
任
事
務
）岐
山

 

事
務
職
員 



野球部（長球会）

吹奏楽部

バドミントン部
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　長良高校同窓会は、「友情」「感動」「躍進」世代を超え友情の輪と
感動が広がる同窓会を基本方針の掲げ活動しております。また、活動
方針の一つに、各部活動OB会との連携があります。
　そこで、今回は各部活動OB会の紹介を企画させていただきました。
あの場所で青春時代に流した汗と涙の思いは、世代は違えど同じです。
　これを機会にOB会活動に参加して、世代を超え友情の輪と感動が
広がる同窓会にしていきましょう。

上記、以外で活動されているOB会、又は新たに活動していきたいOB会がありましたら同窓
会事務局まで連絡・ご相談ください。各部活動OB会の連絡先は、同窓会事務局にお問い合
わせください。

紹 介

　長球会は、①会員相互の親睦促進②現役野球部員・現役父母会の支援③長
良高校野球部の発展を応援する目的で活動しております。
　現会員数1～77期の約1100名です。
　毎年５月岐阜県高校野球OB大会参加、マスターズ甲子園出場（岐阜県選抜
チーム）、６月総会・懇親会の開催、会員への案内送付、長球会HPの運営・管理、
現役野球部への物資等支援・試合の応援など行っています。
　年会費は、1口1000円（３口以上）とし、会員より納入いただき運営費・現役野
球部への支援として活用させて頂いております。会員の皆様におかれましては、年
会費納入にご協力よろしくお願いいたします。
　長球会会員共通の思いは一つ。長良高校野
球部が昭和49年選抜大会以来の甲子園に出
場する事です。その思いを実現するために、どう
か長球会活動へのご理解ご協力を賜りますよう
宜しくお願い致します。
　長球会HP、現役野球部インスタグラムもぜひご
覧ください。

●会長　國島 周志（30期）

長球会HP

現役野球部

岐阜県高校野球OB大会

総会・懇親会

　現在、吹奏楽部OB会としての活動は休止していま
すが、その代わりに私は「長良高校OB吹奏楽団」を母
体とする社会人バンド「長良シンフォニックバンド」に所属
し、楽しく活動を続けています。
　当団は昭和42年、県内で初めての社会人バンドとし
て誕生し、昭和47年に本格的なシンフォニックバンドを目
指して現在の名称へと改称しました。現在は、春の「My 
Favorite Sounds」、秋の「定期演奏会」の年2回のコ
ンサートを中心に、小学校や幼稚園での依頼演奏など、
地域に根ざした活動を行っています。
　団員は約50名で、そのうち長良高校OBは私を含め7
名です。世代を超えて集まり、今でも音楽を通じてつな
がれる場となっています。
　OBの皆さん、ぜひ演奏会に遊びに来てください！そし
て、しばらく楽器から離れている方
も、また一緒に音楽を楽しみません
か？皆さんと“長良の仲間”として音
楽を共有できる日を楽しみにしてい
ます！

●会長　清水 憲明（16期）

練習風景

　年始とお盆の年２回ＯＢ会を開催。毎回２０名程度
の参加があります。現役も混ぜて、団体戦や交流試合
を行いつつ、現状の部活動の報告・ＯＢから昔話・激
励の言葉をいただき、楽しいひとときを過ごしています。
会費　社会人３０００円　学生・打たない社会人１０００円
現役の活動の補助に使ってもらっています。
　最近１０年くらいまでのＯＢしか参加していないの
で、それ以前のＯＢにも参加していただいて現役を応
援していただきたいです。メールをいただければLINE
のオープンチャットのQRコードを送ります。オープンチャ
ットではＯＢ会の案内や練習予定・試合結果を送って
います。また同窓会ＨＰにもＯＢ会の案内を出させてい
ただく予定なので気軽に参加してください。　

●会長　矢島 伸行（36期）
●事務局　杉江凌輔（６６期）
●連絡先　nagara.badminton@gmail.com（杉江）

〒500-8557 岐阜市橋本町2丁目20番地
http://www.nohhi.co.jp

部活動名 会　　長（期）

野球部（長球会）
柔道部（百雄会）
サッカー部
陸 上 部
剣 道 部
ハンドボール部
吹 奏 楽 部

國島　周志（30）
小島　大幸（39）
奥村　祐輔（32）
田原　英夫（12）
纐纈　俊秀（28）
古田　和也（31）
清水　憲明（16）

部活動名 会　　長（期）

バスケットボール部
バドミントン部
新 聞 部
美 術 部
コーラス部

水 泳 部

浅野　　保（20）
矢島　伸行（36）
大脇猪祚雄（16）
二ノ宮兼広（14）
柘植　益郎（19）
宇野　嘉朗（60）

世話人

部活動OB会部活動OB会



ハンドボール部

水泳部 サッカー部

森の会HP森の会HP

地域科学部および研究科棟外観地域科学部および研究科棟外観

https://www.rs.gifu-u.ac.jp/alumni.html岐阜大学地域科学部同窓会「森の会」ホームページ

岐阜大学地域科学部同窓会「森の会」は
本年、創立25周年を迎えます。
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岐阜大学地域科学部は、
新たな地域づくりやさまざまな社会の要請に応える力を身に付け、
地域社会の多様な課題を解決できる人材が育成されている。

岐阜大学地域科学部は、
新たな地域づくりやさまざまな社会の要請に応える力を身に付け、
地域社会の多様な課題を解決できる人材が育成されている。

高森　正明 （18期）高森　正明 （18期）
岐阜大学大学院地域科学研究科
地域文化専攻社会生活領域首席修了
岐阜大学大学院地域科学研究科
地域文化専攻社会生活領域首席修了

　皆さんこんにちは、私は31期卒業、現在65歳になります。
　48年前、高2の春に1学年下の女子たちと共に、当初はハンドボール同好会として活動を
スタートしました。マイナーなスポーツ故に、発足時には経験者が男女とも1人だけ、練習方法
等、何もかも手探り状態で苦労した事を覚えています（余談ですが、ハンドボールもいつかは
日本代表が、オリンピックでメダルを獲得してメジャースポーツになると信じて待つこと50年、
今だに夢かなわずです 笑）
　高3時には同好会からサークルに昇格し、後は後輩たちに託し卒業しました。正直なところ
当時は、数年で廃部になるだろうと思っていました、しかしながら後輩たちの頑張りで、あれか
ら約半世紀たった今なお存続し、年によっては強豪校と言われる時もあります、後輩たちの
活躍が、聞こえてくる度に嬉しくもあり誇らしい気持ちになります。
　現在、私たちOB会では、年に一度の親睦会、母校ハンドボール部現役生への激励、用
具の提供、そして試合の応援などの支援活動を行っています。
　OB会は、単なる懇親の場ではありません。同じコートに立った仲間として、世代を超えて
繋がり、支え合う「もう一つのチーム」です。忙し
い日々の中でも、母校と仲間を思う気持ちはきっ
と皆さんの中にあるはずです。
　どうか一人でも多くの皆さんにOB会へご参加
いただき、来たる「創部50周年」に向け盛り上げ
ていき、ともに後輩たちを応援していきましょう。
あの頃の情熱を、今度は支える力に、皆さんのご
参加を心よりお待ちしております。

●会長　古田 和也（31期）
●連絡先　ハンドボール部OBOG会事務局　土屋（33期）
●アドレス　obog_nagarako_handball@yahoo.co.jp

　長良高校水泳部OB・OGの皆様におか
れましては、ますますご清祥のこととお慶び
申し上げます。２００８年度（６０期）の卒業生
であり、令和６年度に長良高校水泳部の顧
問を務めました宇野嘉朗と申します。
　さて、この度の同窓会の企画に際して、僭
越ではありますが、代表して原稿を執筆させ
ていただきました。
　現在、長良高校水泳部は県下随一の部
員数を誇り、県総体での団体入賞、東海大
会及び全国大会への出場者を輩出する等
の活躍をしております。私自身、卒業後は岐
阜県水泳連盟の競技役員として水泳に携
わっています。毎年の県総体には近い世代
の卒業生達が応援に駆けつけてくれてお
り、長良高校水泳部の絆や伝統が受け継が
れていく様子を頼もしく見ております。
　令和８年度は６月２７日（土）２８日（日）に
長良川スイミングプラザにて県総体が開催さ
れる予定です。そこに向かって日々頑張って
いる現役部員への支援ができないかと検討
しているところです。また、折をみてではござ
いますが、OB会の絆を深める活動や現役生
との交流等も企画できたらと考えております。
　下記QRコードから皆様の連絡先等をご提
供いただき、OB会の名簿をとりまとめたく存
じます。ぜひ御一報ください。また、これまでＯ
Ｂ会のとりまとめ等されている方がみえました
らQRコード先のWebフォーム内「ご意見・ご
要望」への記入にてご連絡いただけますと
幸いです。

●世話人　宇野 嘉朗（60期）

イラスト：長良高校水泳部イメージ

Googleフォーム
「長良高校水泳部 
  OB会名簿登録」
管理者：宇野嘉朗
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　私は昨年7月にご逝去された故後藤裕之会長（２８期）の後任を務めさせていただくこと
となりました。本紙面をお借りしOＢ会の皆様にご挨拶をさせていただきます。今後ともよろ
しくお願いいたします。
　さて、長良高校サッカー部は昭和２４年に長良高校の創立と同時に創部され、歴代顧
問の先生方のご指導の下、古くは昭和２５年西宮で行われた全国高校選手権出場、昭
和４８～４９年の２年連続全国高校総体出場など数々の輝かしい成績を残しています。さ
らに近年では2年連続県新人戦準優勝、令和７年度県高校総体準優勝、東海高校総体
３位など県内で私立高校が台頭する中、公立進学校として常に県で上位の成績を収め
ています。また長良高校を卒業後、立命館大学へ進学し、Jリーグのサンフレッチェ広島、
鹿島アントラーズを経て現在湘南ベルマーレでプレーしている藤井智也選手（６８期）も目
覚ましい活躍を見せてくれており、サッカー部とともに今後のさらなる進化を期待し、OＢ会
としても全力でバックアップしてまいります。
　OＢ会の事業では京都鴨沂高校との定期戦が今年で第７０回を迎えます。先輩方の尽
力により脈々と受け継がれてきた定期
戦ですが、近年ＯＢの参加が少なく、定
期戦を継続することが困難な状況とな
っており、非常に残念ではありますが第
７０回を区切りにファイナルとなります。
今後はＯＢ会事業として別の形でＯＢが
集う機会を設けていくことが必要だと考
えています。ご協力をお願いします。
　最後にご逝去された後藤先輩のご冥
福を祈り、結びとさせていただきます。

●会長　奥村 祐輔（32期）



コーラス部剣道部
　コーラス部同窓会は、平成23（2011）年に発足し、毎年5月に
総会・懇親会を開催しています。今年は5月24日（日）にグランヴェー
ル岐山で開催予定です。
　会長は19期柘植益郎（070-8428-7931）、事務局は21期
小椋博（0584-23-2687）で会員数は1～7７期の約450名で
すが、32～44期、54期～68期の名簿が把握できていません。
　該当する期の皆様から、連絡先をお知らせ頂きますと助かります
ので、よろしくお願い致します。
　コーラス部同窓会は、現役のコーラス
部を支援し、支援金の贈呈、定期演奏
会時のステージ盛花の提供を行ってい
ます。
　また、同窓会員には、「総会・懇親会
の開催案内」と一緒に「長良高校コー
ラス部通信」、「年度会計報告書」を送
付しています。
　同窓会の現役コーラス部への支援
は、会員の年会費（１口1，000円以上）
で成り立っていますので、会員各位の
ご厚志をお願い致します。

●会長　柘植 益郎（19期）

　毎年1月3日に長良高校武道場にて、残心会の稽古会を開催して
います。昨年まではOBと現役生との交流の場として開催し、30～40
名程度の参加人数でした。OBで参加くださる方々は、夫々の地域で
道場・部活動・クラブ等で指導者として活動しており、今年は顧問の
児玉先生にご協力いただき小中学生も残心会の稽古に参加させて
頂いたところ、85名もの稽古会となり、体育館が手狭に感じる程でし
た。来年も同様な稽古会が開催できればと思っております。OB間で
は情報交換も盛んで、現役生の試合には応援に駆けつけています。
　残心会も2018年に50周年記念を開催しましたが、8年が経過し
ました。
　未定ではありますが、次の周年記念に向けて会員に連絡が届く
ようにしたいと考えております。御手数でも上記の連絡先にお知ら
せいただくか、1月3日の稽古会に顔見せだけでもお越しいただきたく
お願いいたします。
　なお、今年の稽古会では現役生の活動補助として任意の寄付
をお願いし、多くの方にご協力いただき本当に感謝いたします。活
動補助に関しては来年も同様ならばと考えますので、ご協力の程お
願いいたします。

●会長　纐纈 俊秀（28期）

●連絡先：〒500-8885　岐阜市大柳町1－3
●携　帯：090-8327－7739
●E-mail ：t4_kohke2@yahoo.co.jp

現役生が手本となって
基本の打込み稽古 大人同士の稽古も出来ました 総会・懇親会
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長良高校コーラス部通信



友
情
深
し
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良
高
校
　

文
武
両
道

豊田　美見

　

昨
年
末
、一
本
の
懐
か
し
い
電
話

を
受
け
ま
し
た
。お
相
手
は
卒
業
生

の
立
花
真
一
さ
ん
。そ
の
声
を
耳
に
し

た
瞬
間
、私
は
ま
る
で
時
を
さ
か
の

ぼ
る
か
の
よ
う
に
、三
十
年
以
上
前

の
長
良
高
校
で
の
日
々
を
鮮
や
か
に

思
い
起
こ
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
胸
に
浮
か
ぶ
の
は
入
学
式
の
光

景
で
す
。澤
島
先
生
が
率
い
る
コ
ー
ラ
ス

部
の
美
し
い
歌
声
は
、今
な
お
深
く
心

に
残
っ
て
い
ま
す
。当
時
の
長
良
高
校

に
は
、教
育
に
情
熱
を
注
ぐ
先
生
方
が

数
多
く
お
ら
れ
ま
し
た
。毎
朝
早
く
か

ら
登
校
し
て
お
ら
れ
た
数
学
の
多
和
田

先
生
、地
理
へ
の
深
い
愛
情
を
も
っ
て

授
業
を
さ
れ
て
い
た
高
橋
幸
仁
先
生
、

生
徒
た
ち
に
も
負
け
な
い
ほ
ど
日
に
焼

け
て
お
ら
れ
た
サ
ッ
カ
ー
部
顧
問
の
高

橋
幸
平
先
生
、常
に
緻
密
で
丁
寧
な
ご

指
導
を
さ
れ
て
い
た
伊
深
先
生
、そ
し

て
困
っ
た
と
き
に
優
し
く
寄
り
添
っ
て

く
だ
さ
っ
た
西
野
先
生
。い
ず
れ
の
先

生
方
も
授
業
を
心
か
ら
大
切
に
さ
れ
、

時
に
は
終
了
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
て
も
、

な
お
熱
心
に
語
り
続
け
て
お
ら
れ
た
姿

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。そ
の
真
摯
な
姿

勢
は
、き
っ
と
生
徒
の
皆
さ
ん
の
心
に

も
深
く
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

長
良
高
校
の
校
訓
は「
文
武
両
道
」

で
す
。学
業
に
も
励
み
、部
活
動
に
も

全
力
を
尽
く
す
――
そ
の
精
神
は
、当

時
の
生
徒
た
ち
に
し
っ
か
り
と
息
づ
い

て
い
ま
し
た
。あ
る
と
き
、「
文
武
両
道

と
は
、文
の
道
を
行
く
者
も
い
れ
ば
、

武
の
道
を
行
く
者
も
い
る
と
い
う
こ

と
。だ
か
ら
僕
は
運
動
を
頑
張
る
」と
、

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
語
っ
た
生
徒
が
い
ま

し
た
。思
わ
ず
微
笑
ん
だ
も
の
で
す

が
、そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
長
良
高
校
の
生

徒
た
ち
は
部
活
動
に
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
た
の
で
す
。放
課
後
に
な
る
と
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
は
い
つ
ま
で
も
運
動
部

の
活
気
あ
る
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
ひ
た
む
き
な
努
力
は
、や

が
て
受
験
の
場
面
に
も
確
か
に
生
か

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。部
活
動
に
打
ち

込
ん
だ
あ
の
情
熱
と
集
中
力
を
、そ

の
ま
ま
学
び
へ
と
向
け
る
こ
と
が
で
き

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
そ
の
経

験
は
、そ
の
後
の
人
生
に
お
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
歩
み
を
支
え
る
大
き
な

力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

教
室
に
差
し
込
む
夕
方
の
光
、廊

下
に
響
く
笑
い
声
、文
化
祭
や
体
育

祭
で
見
せ
た
皆
さ
ん
の
笑
顔
――
そ

れ
ら
は
す
べ
て
、長
良
高
校
で
過
ご

し
た
か
け
が
え
の
な
い
一
場
面
と
し

て
、今
も
心
の
中
で
鮮
や
か
に
息
づ
い

て
い
ま
す
。一
人
ひ
と
り
の
日
々
の
積

み
重
ね
が
、長
良
高
校
と
い
う
温
か

な
学
び
舎
の
歴
史
を
築
い
て
き
た
の

だ
と
、あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
す
。

　

同
窓
生
の
み
な
ら
ず
、教
員
だ
っ

た
私
の
記
憶
の
中
に
も
、長
良
高
校

は
永
遠
に
輝
き
続
け
て
い
ま
す
。

な
つ
か
し
い
長
良
高
校

山村　広司

　

私
が
長
良
高
校
に
勤
め
た

の
は
今
か
ら
30
〜
40
年
前
、

私
も
40
代
の
頃
で
な
つ
か
し

い
思
い
で
す
。

　

旧
校
舎
（
土
足
・
天
井
が

高
い
）
で
の
授
業
も
あ
り
、

生
徒
に
も
そ
れ
な
り
に
う
け

て
い
ま
し
た
が
旧
校
舎
の
取

り
壊
し
、
新
校
舎
へ
の
移
り

変
わ
り
の
時
代
が
あ
り
、
プ

レ
ハ
ブ
校
舎
で
過
ご
し
た
生

徒
も
多
か
っ
た
の
で
は
。

　

私
は
9
年
間
で
い
ろ
い
ろ

学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

生
徒
が
知
識
を
吸
収
し
よ
う

と
す
る
姿
、
ま
た
生
物
担
当

と
し
て
生
き
物
へ
の
興
味
関

心
を
映
画
で
示
し
た
時
の
反

応
が
深
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
行
事
で
も
生
徒
は
一

生
懸
命
で
し
た
。
一
年
次
の

ス
キ
ー
研
修
・
体
育
祭
や
文

化
祭
が
な
つ
か
し
く
思
い
出

さ
れ
ま
す
。
特
に
文
化
祭
で

は
ク
ラ
ス
で
取
り
組
ん
だ
針

金
や
竹
で
作
っ
た
大
き
な
鯨

形
に
白
い
風
船
を
何
百
と
膨

ら
ま
せ
、
つ
け
て
体
育
館
の

天
井
に
前
日
ぶ
ら
さ
げ
た
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
ま

た
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
や

放
送
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の
事

務
局
と
し
て
、
他
校
生
徒
と

の
つ
な
が
り
な
ど
も
よ
く
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
セ
ン
タ
ー

試
験
会
場
と
し
て
長
良
高
校

を
使
用
し
た
時
、
机
や
教
室

の
落
書
き
落
と
し
が
大
変
で

し
た
。
校
歌
に
あ
る
「
自
由

の
風
に
浮
か
ぶ
雲
な
し
」
は

ま
さ
に
長
良
の
生
徒
を
あ
ら

わ
し
た
言
葉
だ
と
思
い
ま

す
。
今
も
時
折
長
良
高
校
周

辺
を
車
で
回
り
、
昔
と
違
っ

た
校
舎
な
ど
を
見
る
と
現
役

生
頑
張
れ
と
叫
び
た
い
で

す
。
ま
た
隣
の
長
良
公
園
も

工
事
中
だ
っ
た
頃
卒
業
ア
ル

バ
ム
の
ク
ラ
ス
写
真
を
撮
っ

た
こ
と
が
な
つ
か
し
い
で

す
。

　

今
、
私
は
後
期
高
齢
者
と

し
て
岐
阜
市
北
部
で
過
ご
し

て
お
り
ま
す
。
畑
や
庭
の
世

話
や
生
活
全
般
、
夜
は
ジ
ム

に
通
い
老
化
に
負
け
じ
と
心

が
け
て
お
り
ま
す
。
時
に
国

内
旅
行
、
海
外
旅
行
に
も
行

き
ま
す
。
ま
だ
最
近
2
月
下

旬
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
に
は
る
か

出
か
け
念
願
の
オ
ー
ロ
ラ
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

長
良
高
校
同
窓
生
の
皆
様
も

歩
み
を
止
め
ず
前
に
進
ん
で

下
さ
い
。

岩間　龍男

　

私
が
長
良
高
校
で
勤
務
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
の
は
、昭
和
63
年

か
ら
平
成
10
年（
1
9
8
8
年

4
月
〜
1
9
9
8
年
3
月
）ま
で

の
10
年
間
で
し
た
。こ
の
間
、心

優
し
い
生
徒
た
ち
と
先
生
方
に

支
え
ら
れ
、充
実
し
た
日
々
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
特
に
印
象
深
く
心

に
残
っ
て
い
る
の
は
、
45
期
生

（
1
9
9
1
年
〜
1
9
9
4
年
）

の
人
た
ち
の
こ
と
で
す
。こ
の
学

年
は
、1
年
生
か
ら
3
年
生
ま

で
の
3
年
間
、ク
ラ
ス
担
任
と
し

て
持
ち
上
が
っ
た
学
年
で
し
た
。

当
時
は
、ク
ラ
ス
の
メ
ン
バ
ー
が

折
々
の
思
い
を
書
き
記
し
た
文

章
を
集
め
、ク
ラ
ス
通
信
と
し

て
発
行
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
通

信
や
そ
の
他
の
記
事
を
ま
と

め
、学
年
の
終
わ
る
3
月
に
は

毎
年
ク
ラ
ス
文
集
を
作
っ
て
い

ま
し
た
。

　

今
、
そ
の
赤
茶
け
た
ク
ラ
ス

文
集
を
パ
ラ
パ
ラ
と
め
く
っ
て

み
る
と
、
当
時
高
校
生
だ
っ
た

人
た
ち
の
顔
や
日
々
の
出
来
事

が
、
ぼ
ん
や
り
と
蘇
っ
て
き
ま

す
。

　

そ
の
中
で
も
、
今
も
忘
れ
ら

れ
な
い
出
来
事
が
あ
り
ま
す
。

卒
業
式
で
こ
の
学
年
の
生
徒
た

ち
を
送
り
出
し
た
翌
日
の
こ
と

で
す
。
誰
も
い
な
い
、
が
ら
ん

と
し
た
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
教
室

に
入
る
と
、
黒
板
に
白
い
チ
ョ

ー
ク
で
、
女
の
子
の
文
字
が
一

言
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
卒
業
し
た
く
な
い
よ
ー
」

　

私
は
そ
の
瞬
間
、
胸
が
詰
ま

り
、
思
わ
ず
涙
ぐ
み
ま
し
た
。

こ
の
何
気
な
い
一
言
か
ら
、
ク

ラ
ス
の
仲
間
と
別
れ
た
く
な
い

気
持
ち
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ

て
き
た
か
ら
で
す
。
ま
さ
に

「
友
情
深
し
長
良
高
校
」
で
す

ね
。
こ
の
時
ほ
ど
、
生
徒
の
こ

と
を
愛
お
し
く
感
じ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
黒
板
の
一
言
を
思
い
出

す
と
、
出
会
い
の
尊
さ
を
改
め

て
感
じ
ま
す
。
若
い
頃
は
、

日
々
の
出
会
い
を
当
た
り
前
の

こ
と
と
思
い
、
そ
の
貴
重
さ
に

気
づ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
年
を
重
ね
、
身
内
や
知
人

と
の
さ
ま
ざ
ま
な
別
れ
を
経
験

す
る
中
で
、
出
会
い
と
は
実
に

か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ

り
、
大
切
に
す
べ
き
も
の
だ
と

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
期
一
会
の
場
を
設
け
て
く

だ
さ
る
同
窓
会
の
、
今
後
ま
す

ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

恩師からの熱い思い出

6ながれ第58号
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 開拓者の気魄同窓生だより
三輪　篤（45 期）

　

高
校
時
代
、秋
〇
康
の

気
分
で
乃
木
坂
級
の
美
女

軍
団
を
引
き
連
れ
、今
は

無
き
ラ
王
と
ん
こ
つ
味
を

教
室
で
啜
り
、周
囲
に〝
凄

ま
じ
い
臭
い
テ
ロ
〞を
引
き

起
し
た
私
で
す
が
、剣
道
部

で
は
竹
刀
よ
り
ガ
ー
ル
ズ
ト

ー
ク
を
振
る
う
日
々
。父
が

医
師
だ
か
ら
医
師
に
…
と

い
う
崇
高
な
志
は
1
ミ
ク
ロ

ン
も
な
く
、「
と
り
あ
え
ず

手
に
職
」と
い
う
ヘ
リ
ウ
ム

級
の
軽
さ
で
歯
科
大
・
大
学

院
へ
進
学
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
国
家
試
験
直
前
の

模
試
は
下
か
ら
五
番
目
と
い

う
こ
の
時
期
に
あ
え
て
の
こ

の
順
位
と
い
う
む
し
ろ
才
能

さ
え
感
じ
る
結
果
を
た
た
き

出
し
ま
し
た
。本
番
で
は
終

了
30
分
前
に
マ
ー
ク
ミ
ス
に

気
づ
き
、脳
内
に
T
H
E 

E
N
D 

O
F 
T
H
E 

W
O
R
L
D
の
テ
ロ
ッ
プ
が

流
れ
る
中
、奇
跡
的
に
修
正

完
了
。
自
己
採
点
も
で
き

ず
、合
格
発
表
日
ま
で
体
が

消
え
る
思
い
で
し
た
。結
果

的
に
受
か
っ
て
い
た
の
は
、も

は
や
奇
跡
か
執
念
か
の
ど
ち

ら
か
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

別
に〝
ぎ
り
ぎ
り
で
い
つ

も
生
き
て
い
た
い
〞タ
イ
プ
で

は
な
い
の
に
、な
ぜ
か
神
様
は

私
の
人
生
を
そ
う
演
出
し

て
く
る
の
で
す
。

　

博
士
論
文
で
瀕
死
の
頃

に
は
彼
氏
の
浮
気
が
発
覚

し
、現
在
は
教
授
ク
ラ
ス
の

先
輩
方
に「
お
前
の
価
値
は

こ
ん
な
ん
も
ん
じ
ゃ
な
い

（
多
分
）」と
、論
文
審
査
直

前
に
キ
ャ
バ
ク
ラ
で
慰
め
ら

れ
る
と
い
う
教
育
的
配
慮

ゼ
ロ
の
謎
イ
ベ
ン
ト
も
経

験
。今
と
な
っ
て
は
博
士
号

取
得
よ
り
も
濃
い
人
生
の

財
産
で
す
。博
士
号
取
得

後
は
大
学
病
院
に
勤
務
、

T
B
S
ド
ラ
マ『
魔
女
の
条

件
』を
参
考
に
10
歳
下
の

夫
を
捕
獲
し
、現
在
は
夫
婦

で
歯
科
医
院
を
開
業
。一
般

診
療
か
ら
矯
正
・
イ
ン
プ
ラ

ン
ト・
美
容
ま
で
、マ
イ
ク
ロ
ス

コ
ー
プ
と
C
T
を
駆
使
し
、

毎
日
80
名
以
上
の
患
者
さ

ん
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

　

在
校
生
の
皆
さ
ん
。人
生

は
ま
っ
す
ぐ
で
な
く
て
い
い

し
、寄
り
道
は
む
し
ろ
あ
な

た
の
強
み
と
な
り
ま
す
。ど

う
か
自
分
の
ペ
ー
ス
で
、で
も

誠
実
に
。あ
な
た
の〝
寄
り

道
〞は
、き
っ
と
未
来
の
武

器
に
な
り
ま
す
。

　

高
校
入
学
時
、私
は「
教

師
に
な
る
」と
い
う
明
確
な

目
標
を
胸
に
抱
い
て
い
た
。

入
学
当
初
は
授
業
に
つ
い
て

い
く
の
が
精
一
杯
で
、「
努
力

で
補
う
し
か
な
い
」と
心
に
決

め
、ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
塾

や
図
書
館
の
自
習
室
に
通
っ

た
。平
日
は
閉
館
ま
で
、休
日

は
開
館
か
ら
閉
館
ま
で
机
に

向
か
い
続
け
た
。ク
ラ
ス
で
最

下
位
を
争
う
ほ
ど
だ
っ
た
成

績
も
、先
生
方
の
熱
心
な
ご

指
導
と
、互
い
に
励
ま
し
合
っ

た
友
人
た
ち
の
お
か
げ
で
向

上
し
、念
願
の
岐
阜
大
学
に

合
格
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

高
3
の
あ
る
日
、精
神
的

に
疲
弊
し
、担
任
の
古
川
学

先
生
と
の
面
談
で「
私
大
の

指
定
校
推
薦
を
受
け
よ
う

と
思
い
ま
す
」と
弱
音
を
吐

い
た
こ
と
が
あ
る
。そ
の
と
き

先
生
は
、「
お
前
の
よ
う
な

人
間
が
教
師
に
な
ら
ず
に

誰
が
教
師
に
な
る
ん
だ
」と

励
ま
し
て
く
だ
さ
っ
た
。そ
の

一
言
が
私
の
覚
悟
を
決
定
づ

け
、再
び
前
を
向
く
力
と
な

っ
た
。数
年
前
の
同
窓
会
で

そ
の
話
を
先
生
に
伝
え
た

が
、先
生
は
す
っ
か
り
忘
れ

て
お
ら
れ
た
。

　

私
た
ち
の
世
代
は
就
職

氷
河
期
で
、教
員
採
用
は
非

常
に
狭
き
門
だ
っ
た
。大
学

で
は
複
数
の
免
許
を
取
得
し

た
も
の
の
、さ
ら
な
る
力
を
つ

け
た
い
と
名
古
屋
大
学
大

学
院
へ
進
学
し
た
。最
前
線

の
研
究
に
触
れ
た
経
験
は
、

今
も
物
理
の
奥
深
さ
を
生

徒
に
伝
え
る
う
え
で
大
き
な

財
産
と
な
っ
て
い
る
。

　

大
学
院
修
了
時
、近
隣
県

の
高
校
物
理
の
採
用
枠
は
ゼ

ロ
。一
度
は
教
職
を
諦
め
、銀

行
の
内
定
式
に
も
出
席
し

た
。し
か
し
、愛
知
県
の
滝
学

園
で
物
理
教
員
の
募
集
が
あ

り
挑
戦
し
た
と
こ
ろ
、ご
縁

を
い
た
だ
き
、現
在
に
至
る
。

苦
労
し
て
得
た
教
師
と
い
う

立
場
だ
か
ら
こ
そ
、「
教
壇
に

立
て
る
こ
と
へ
の
感
謝
」を
今

も
大
切
に
し
て
い
る
。

　

現
在
は
高
校
教
頭
と
し

て
、自
分
の
理
想
と
す
る
学

校
づ
く
り
に
力
を
注
い
で
い

る
。そ
れ
は
ま
さ
に「
開
拓

者
の
気
魄
」を
持
っ
た
生
徒

を
育
て
、国
際
社
会
で
他
国

と
対
等
に
渡
り
合
い
、こ
れ

か
ら
の
日
本
を
牽
引
す
る
人

材
を
育
ん
で
い
き
た
い
と
い

う
思
い
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

  

笹本 恭子（旧姓 水野）（45 期）
ヘリウム級進路選択の末路

メインホスト期

医療法人社団翔優会マーブルファミリー歯科クリニック
〒270-0101千葉県流山市東深井871-185
副院長　笹本恭子（45期生） http://www.marble-family.com/

い
つ
ま
で
も
自
分
の

歯
で
食
べ
る
喜
び
を
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進
路
を
決
め
る
―
私
は

他
の
高
校
は
眼
中
に
な
く

た
だ
一
択「
長
良
」と
志
望
し

て
い
ま
し
た
。

親
か
ら
、あ
の
学
校
は
ど

う
？
も
う
少
し
い
ろ
い
ろ
考

え
て
み
た
ら
と
何
度
言
わ
れ

て
も

「
い
え
い
え
、私
は
長
良
に
決

め
て
る
ん
で
」と
頑
と
し
て

譲
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
ん

な
に
言
い
張
る
か
ら
に
は
さ

ぞ
や
強
い
動
機
が
あ
る
ん
だ

ろ
う
と
周
囲
は
思
っ
た
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。が
、し
か
し
。

取
り
立
て
て
こ
こ
じ
ゃ
な
き

ゃ
駄
目
と
い
う
具
体
的
な
理

由
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た（
つ
い
ぞ
そ
の

こ
と
は
親
に
は
言
え
な
か
っ

た
け
れ
ど
・・・
）

で
は
な
に
ゆ
え
長
良
だ
っ
た

の
か
。

そ
れ
は「
名
前
が
好
き
だ
っ

た
か
ら
」

こ
の
唯
一
な
の
で
し
た
。

　

学
校
関
係
者
の
皆
様
や
、

現
在
学
び
舎
で
励
ん
で
い
る

後
輩
た
ち
に
は
な
ん
だ
か
申

し
訳
な
い
気
持
ち
が
し
な
い

で
も
な
い
。で
も
ね
、「
ぴ
ん
っ

と
く
る
」っ
て
大
事
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。

十
五
歳
の
私
は
、こ
の
長
良
高

校
と
い
う
文
字
の
並
び
に
ぴ

ん
っ
と
き
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

第
一
印
象
か
ら
決
め
て
ま
し

た
。そ
ん
な
感
じ
で
す
。

　

言
い
張
っ
た
か
ら
に
は
受

験
勉
強
も
頑
張
り
ま
し
た

し
、入
学
し
て
か
ら
も「
や
っ

ぱ
り
長
良
に
入
っ
て
よ
か
っ

た
で
し
ょ
」と
親
を
言
い
く

る
め
る
、も
と
い
、安
心
さ
せ

る
た
め
、勉
強
や
部
活
に
打

ち
込
む
毎
日
で
し
た
。

そ
ん
な
私
の
高
校
三
年
間
。

結
果
と
し
て
、十
五
歳
の
直

感
は
間
違
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

長
く
良
き
川
、長
良
川
。そ

の
名
の
表
す
と
お
り
、在
学

中
も
、そ
し
て
、卒
業
し
て
か

ら
も
、こ
の
学
校
で
巡
り
会

え
た
友
人
や
先
生
方
、た
く

さ
ん
の
出
来
事
は
私
の
中
で

「
長
く
良
く
」な
が
れ
つ
づ

け
て
い
ま
す
。

　

今
も
大
切
な
、私
の
母
校

で
す
。

同窓生だより

市川 由加里（45 期）
十五の直感

江村 英哲（45 期）
　

十
年
ほ
ど
前
、「
ぎ
ふ
メ

デ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス
」の
設
計
者

で
あ
る
伊
東
豊
雄
氏
を
取

材
し
ま
し
た
。建
築
界
の
ノ

ー
ベ
ル
賞
と
も
呼
ば
れ
る
プ

リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞
し
た
世

界
的
な
建
築
家
で
す
。　

　

こ
の
建
物
は
波
打
つ
木

造
格
子
の
屋
根
が
特
徴
で

す
。し
か
し
、そ
の
複
雑
な
構

造
の
た
め
、完
成
後
に
何
度

も
雨
漏
り
が
起
き
ま
し
た
。

地
元
出
身
の
記
者
と
し
て

思
い
入
れ
も
あ
り
、私
は
そ

の
問
題
を
か
な
り
し
つ
こ
く

追
及
し
ま
し
た
。

　

当
時
七
十
代
だ
っ
た
伊

東
氏
に「
設
計
ミ
ス
で
は
な

い
の
か
」と
尋
ね
る
と
、彼
は

目
を
逸
ら
さ
ず
こ
う
答
え

ま
し
た
。

　
「
メ
デ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス
は
、木

造
建
築
と
し
て
非
常
に
難

し
い
工
法
に
挑
ん
だ
の
で

す
」

　

言
い
訳
に
は
聞
こ
え
ま
せ

ん
で
し
た
。挑
戦
に
は
、失
敗

や
問
題
が
つ
い
て
く
る
。そ
の

現
実
を
静
か
に
引
き
受
け

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

何
か
に
挑
む
人
の
言
葉

に
触
れ
る
と
、時
々
、高
校

時
代
の
自
分
を
思
い
出
し

ま
す
。
生
徒
会
選
挙
の
応

援
演
説
で「
体
育
祭
を
な

く
そ
う
」と
訴
え
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

　

い
ま
思
え
ば
身
悶
え
す

る
ほ
ど
恥
ず
か
し
い
の
で
す

が
、当
時
は
た
だ
、「
何
か
を

変
え
た
い
」と
い
う
衝
動
だ

け
が
あ
り
ま
し
た
。

　

不
惑
を
と
う
に
過
ぎ
た
い

ま
も
、そ
の
衝
動
は
心
の
ど

こ
か
に
残
っ
て
い
ま
す
。失
敗

し
て
も
い
い
。恥
を
か
い
て
も

挑
み
続
け
る
。そ
の
姿
こ
そ

が
、長
良
高
校
の
校
訓
に
あ

る「
開
拓
者
の
気
魄
」な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

帰
省
し
て
、久
し
ぶ
り
に

メ
デ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス
を
訪
れ
ま

し
た
。波
打
つ
屋
根
を
眺
め

な
が
ら
、ふ
と
思
い
ま
し
た
。

「
自
分
も
ま
だ
失
敗
し
て
も

え
え
年
齢
や
な
」と
。

まだ失敗してもええ年齢

メインホスト期

アクア不動産株式会社

岐阜県知事（3）第 4684号

（45期・サッカー部）
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海外協力隊に行ってきた！同窓生だより
中谷　剛（25 期）

　

高
校
卒
業
20
年
後
に
胡

麻
主
体
の
食
品
会
社
を
起

業
し
ま
し
た
。
大
き
な
不

安
を
抱
き
な
が
ら
準
備
を

し
て
い
る
と
、
ふ
と
長
良

高
校
の
校
訓
『
開
拓
者
の

気
魄
』
が
浮
ん
で
き
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
今

こ
の
言
葉
を
私
な
り
に
解

釈
す
る
と
、
「
不
安
が
あ

っ
て
も
、
そ
れ
以
上
の
希

望
を
持
っ
て
粛
々
と
仕
事

を
進
め
る
こ
と
」
だ
と
思

い
ま
す
。 

　

高
校
時
代
は
写
真
部
の

部
長
で
し
た
。当
時
は
フ
ィ

ル
ム
カ
メ
ラ
し
か
な
く
、私

達
が
窓
も
冷
暖
房
も
な
い

暗
室
で
写
真
を
黙
々
と
現

像
し
て
い
た
こ
と
を
想
像

で
き
な
い
人
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
身
に
付
け
た
技

術
は
今
も
役
立
ち
、会
社

の
商
品
や
料
理
写
真
を
自

分
で
撮
影
し
て
楽
し
む
こ

と
も
あ
り
ま
す
。 

　

文
科
系
の
部
活
に
打
ち

込
ん
で
い
た
私
で
す
が
、

ス
ポ
根
ド
ラ
マ
を
見
て
高

校
生
活
は
こ
の
ま
ま
で
い

い
の
か
と
思
う
よ
う
に
な

り
、
3
年
生
か
ら
応
援
団

に
入
団
し
ま
し
た
。
応
援

団
長
に
「
3
年
生
と
し
て

扱
う
の
で
、
そ
の
つ
も
り

で 

！
」
と
ビ
シ
リ
と
言
わ

れ
、
同
級
生
に
追
い
つ
く

た
め
休
み
時
間
や
家
で
も

練
習
を
し
ま
し
た
。
そ
の

甲
斐
あ
っ
て
か
、
卒
業
30

年
後
も
体
が
覚
え
て
い
て

同
窓
会
メ
イ
ン
ホ
ス
ト
幹

事
を
し
て
以
降
、
同
窓
会

の
度
に
校
歌
を
振
っ
て
い

ま
す
。
気
が
付
け
ば
現
役

時
代
よ
り
場
数
多
く
人
前

で
大
声
を
出
し
て
校
歌
を

振
っ
て
い
る
お
っ
さ
ん
で

す
。 

　

そ
し
て
長
良
高
校
創
立

70
周
年
で
は
自
社
商
品
を

記
念
品
に
ご
採
用
い
た
だ

く
栄
誉
を
賜
り
ま
し
た
。

喜
び
も
束
の
間
で
そ
の
後

の
コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
は
深
刻

な
打
撃
を
受
け
ま
す
。ど

ん
底
の
淵
で
、高
校
の
仲
間

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
友
情
深

き
温
か
い
励
ま
し
や
支
援

は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。思
わ

ず
目
頭
が
熱
く
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
長
良
で
得

た
ご
縁
を
大
切
に
し
て
、

同
窓
生
と
し
て
恥
じ
な
い

歩
み
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 

　

大
学
院
生
の
頃
、
バ
ン

コ
ク
に
あ
っ
た
ア
ジ
ア
工

科
大
学
院
大
学
に
留
学
す

る
機
会
が
あ
っ
た
。
途
上

国
か
ら
多
く
の
学
生
が
集

ま
っ
て
い
た
。
自
国
の
将

来
を
真
剣
に
語
る
学
生
た

ち
は
新
鮮
で
あ
っ
た
。
い

つ
か
こ
ん
な
学
生
た
ち
と

一
緒
に
仕
事
を
し
て
み
た

い
と
思
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
40
年
。
定
年

退
職
と
な
っ
た
後
、
何
と

な
く
見
た
海
外
協
力
隊
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。
募
集
年

齢
が
69
歳
ま
で
上
が
っ
て

い
た
。
学
生
の
頃
の
思
い

が
蘇
っ
て
き
た
。
で
も
、

文
化
も
習
慣
、
生
活
の
質

も
違
う
途
上
国
で
や
っ
て

い
け
る
だ
ろ
う
か
…
。

　

2
0
2
4
年
の
2
月
、

真
冬
の
日
本
か
ら
真
夏
の

フ
ィ
ジ
ー
へ
。
フ
ィ
ジ
ー

の
農
業
水
路
省
で
の
活

動
は
、
洪
水
対
策
に
役

立
つ
技
術
を
教
え
る
こ

と
。
月
１
回
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。
作

成
し
た
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
は

7
0
6
ペ
ー
ジ
に
な
っ
た
。

大
変
だ
っ
た
け
ど
こ
れ
ま

で
の
経
験
が
生
か
せ
た
。

生
活
で
は
、
30
℃
を
超
え

る
気
温
、
湿
度
は
80
％
、

刺
す
よ
う
に
鋭
く
感
じ
る

日
差
し
。
こ
の
気
候
に
慣

れ
る
の
に
一
カ
月
掛
か
っ

た
。
次
の
一
カ
月
は
油
っ

こ
く
て
量
が
多
い
食
事
に

苦
労
し
た
。
次
の
一
カ
月

は
精
神
的
疲
労
。な
か
な
か

聞
き
取
れ
な
い
英
語
、夜
間

は
外
出
禁
止
、ア
パ
ー
ト
の

窓
に
は
鉄
格
子
、突
然
の
断

水
、ネ
ズ
ミ
。心
の
柔
軟
性

が
試
さ
れ
た
。

　

親
し
い
同
窓
生
と
は

S
N
S
で
繋
が
っ
て
い

て
、
フ
ィ
ジ
ー
の
出
来
事

を
送
る
と
反
応
が
返
っ
て

く
る
。
そ
れ
が
短
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
も
、
ア
イ
コ
ン

で
も
嬉
し
か
っ
た
。
次
男

の
高
校
の
卒
業
式
で
の
答

辞
を
思
い
出
す
。
高
校
を

森
、
卒
業
生
を
木
に
例

え
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
同

じ
森
で
育
っ
た
木
な
の
だ

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
自

分
も
森
の
木
な
の
だ
な
ぁ

と
思
う
と
、
心
の
柔
軟
性

が
戻
っ
て
く
る
。
そ
ん
な

こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
て
、

2
0
2
6
年
2
月
に
帰
国

し
た
。
2
年
間
楽
し
か
っ

た
。

伊神 幸泰（35 期）
長良に育まれて

サポートホスト期

CHALLENGE
INNOVATION　
SPEED
ＤＸで
未来をもっとよくしたい

岐阜本社・東京本社岐阜本社・東京本社
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子供の頃の夢を、なりたかった自分を、
                   覚えてますか？同窓生だより

福井 洋平（55 期）

中村 瑞希（65 期）
経験を資本に変える

　
「
文
武
両
道
」、長
良
高
校
生
時
代

に
よ
く
聞
い
て
い
た
言
葉
で
す
。ま
さ

に
そ
の
通
り
で
、勉
強
も
部
活
も
し
っ

か
り
両
立
し
た
高
校
生
活
を
過
ご
し

ま
し
た
。そ
の
お
か
げ
で
本
当
に
多
く

の
友
人
と
出
会
い
、お
互
い
に
切
磋
琢

磨
し
、助
け
合
い
、高
め
合
い
、時
に
対

立
す
る
こ
と
や
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、そ
の
3
年
間
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、今
で
も
ま
だ
交
流
が
続
い
て
お

り
ま
す
。本
当
に
人
生
に
お
い
て
大
切

な
時
間
を
過
ご
せ
た
と
改
め
て
実
感

し
て
お
り
ま
す
。

　

3
年
間
続
け
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
の
思
い
出
が
今
で
も
夢
に
出
て
き
ま

す
。後
藤
慎
二
先
生
の
厳
し
い
指
導
、

も
の
す
ご
く
し
ん
ど
か
っ
た
で
す
が
、忍

耐
力
と
精
神
力
が
し
っ
か
り
鍛
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

私
は
今
、東
京
で【
株
式
会
社
ス
タ

ジ
オ
ぴ
え
ろ
】と
い
う
ア
ニ
メ
制
作
、企

画
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、版
権
管
理
、ラ
イ
セ
ン

ス
ビ
ジ
ネ
ス
を
生
業
に
し
て
い
る
会
社

に
勤
め
て
お
り
ま
す
。大
学
卒
業
か
ら

入
社
し
て
も
う
今
年
で
18
年
目
に
な

り
ま
す
。主
な
業
務
は【
企
画
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
】で
、所
謂
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
す
。

出
版
社
か
ら
原
作
許
諾
を
頂
き
、放

送
局
や
広
告
代
理
店
、メ
ー
カ
ー
等
と

製
作
委
員
会
を
組
成
し
、ア
ニ
メ
化
を

行
い
、投
資
金
額
を
リ
ク
ー
プ
さ
せ
る

の
が
主
な
業
務
内
容
に
な
り
ま
す
。週

刊「
少
年
ジ
ャ
ン
プ
」で
連
載
し
て
い
た

「
N
A
R
U
T
O-

ナ
ル
ト-

」や「
B
L
E
A
C
H
」、

「
べ
る
ぜ
バ
ブ
」や
最
近
で
は「
ブ
ラ
ッ
ク

ク
ロ
ー
バ
ー
」の
担
当
を
行
い
、そ
れ
以

外
で
は「
し
ろ
く
ま
カ
フェ
」や「
夢
色
パ

テ
ィ
シ
エ
ー
ル
」と
い
っ
た
ハ
ー
ト
フ
ル
な

作
品
も
携
わ
り
ま
し
た
。そ
の
中
で
も

大
き
な
仕
事
と
し
て
は
、２
つ
あ
り
ま

す
。1
つ
目
は
10
周
年
を
迎
え
る「
お

そ
松
さ
ん
」で
す
。幹
事
会
社
と
し
て

製
作
委
員
会
の
中
心
と
な
り
、意
見

や
方
向
性
を
取
り
ま
と
め
て
お
り
ま

す
。2
つ
目
は
、長
良
高
校
出
身
の【
平

坂
読
】先
生
が
原
作
者
で
、岐
阜
が
舞

台
の
小
説「
変
人
の
サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル
」に

出
資
し
、岐
阜
市
役
所
や
岐
阜
バ
ス
、

笠
松
競
馬
場
や
岐
阜
タ
ン
メ
ン
と
商

談
し
て
作
品
と
コ
ラ
ボ
を
実
施
す
る
な

ど
、生
き
て
き
た
経
験
を
フ
ル
に
生
か

す
社
会
人
生
活
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

　

小
学
生
の
卒
業
文
集
に「
夢
は
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
」と
書
き
ま
し
た
。個
人
的

な
見
解
で
す
が
、そ
の
夢
が
叶
っ
た
の
は

高
校
生
活
3
年
間
の
経
験
が
、か
な
り

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
い
ま

す
。3
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
で
す
。社

会
人
に
な
っ
た
ら
も
っ
と
早
い
で
す
。な

の
で
…
本
当
に
1
日
1
日
を
意
識
し

て
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。そ
の
3
年
間

が
人
生
を
左
右
し
、私
は
た
ま
た
ま
夢

の
続
き
を
今
も
見
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、長
良
高
校

同
窓
会
は
総
会
・
懇
親
会
を
毎
年
実

施
し
て
ま
す
。交
流
の
場
と
し
て
は
非

常
に
良
質
な
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、お
時
間
が
あ
る
方
は
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　

白
球
を
追
い
続
け
た

日
々
、必
死
に
勉
学
に
励
ん

だ
日
々
、友
と
笑
い
あ
っ
た

日
々
、恋
人
と
過
ご
し
た
甘

酸
っ
ぱ
い
日
々
…
。母
校
を

卒
業
し
十
数
年
が
経
っ
た
今

で
も
鮮
明
に
蘇
る
。泥
臭
く

も
が
き
、時
に
挫
け
、そ
の
度

に
立
ち
上
が
り
、学
び
続
け

た
3
年
間
は
、私
の
宝
と
断

言
出
来
る
。

　

現
在
は
関
西
の
大
学
を

卒
業
後
、都
内
の
大
手
銀
行

員
と
し
て
、国
内
外
の
情
勢

を
見
極
め
な
が
ら
、日
々
自

身
を
成
長
し
続
け
奮
闘
し

て
い
る
。

　

2
0
1
1
年
4
月
、金

華
山
を
仰
ぐ
我
が
長
良
高

校
の
門
を
叩
き
、「
中
村
3

兄
弟
」
と
名
を
馳
せ
た
父

（
37
期
）や
、叔
父
ら（
29
期
・

34
期
）が
所
属
し
た
野
球
部

に
入
部
し
た
。勿
論
、父
ら

が
成
し
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た

甲
子
園
出
場
を
成
し
遂
げ

る
為
に
。結
果
的
に
は
ベ
ス

ト
8
と
夢
叶
わ
ず
だ
っ
た
も

の
の
、多
く
の
経
験
を
し
、心

か
ら
の
友
と
も
出
会
え
た
。

　

当
時
、三
遊
間
を
共
に
守

っ
て
い
た
友
と
は
、今
で
も
互

い
の
家
族
ぐ
る
み
で
親
交
を

深
め
て
い
る
。高
校
3
年
間

が
現
在
の
人
生
の
糧
に
な
っ

て
い
る
事
は
言
う
ま
で
も
な

い
だ
ろ
う
。

（
僭
越
な
が
ら
こ
こ
か
ら
は
、

〝
先
輩
風
〞を
少
々
。悪
し
か

ら
ず
了
承
願
い
た
い
。）

現
役
生
達
に
伝
え
た
い
。

家
族
や
友
に
心
か
ら
感
謝

し
、勉
強
も
部
活
も
遊
び
も

恋
愛
も
全
力
で
謳
歌
し
て

欲
し
い
。

迷
う
事
が
あ
れ
ば
、先
ず
行

動
し
て
欲
し
い
。

S
N
S
で
は
な
く
、直
接
相

手
に
気
持
ち
を
伝
え
て
欲

し
い
。

そ
し
て
無
我
夢
中
に
、自
分

の
夢
物
語
を
描
い
て
い
っ
て

欲
し
い
。

M
L
B
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

大
谷
翔
平
選
手
の
格
言
の

1
つ
に「
人
生
は
夢
を
つ
く

る
の
で
は
な
く
、夢
が
人
生

を
つ
く
る
」と
あ
る
。

私
の
夢
物
語
の
1
頁
と
し

て
、「
大
谷
選
手
の
様
な
男

に
な
る
」が
あ
る
。

果
て
し
な
く
遠
い
と
思
う
人

も
居
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

必
ず
や
り
遂
げ
る
。

だ
か
ら
、同
じ
時
代
を
生
き

る
者
と
し
て
、共
に
頑
張
っ
て

い
こ
う
。

サポートホスト期

お菓子づくりは、笑顔づくり！

　（プルシック）

岐阜の小さなお菓子屋さん

※食材探求のため、定休日以外にもお休みを頂戴する事がございます。

株式会社菓子道
住所／〒500-8222　岐阜市琴塚2-1-18　TEL／058-215-9393

営業時間／10：00～18：00　営業日／木・金・土・日曜日

所  浩 史（30期）
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溝口 紅葉（77 期）

らしさ 

花村　類（77 期）
学園だより

ま
し
た
。
完
璧

を
求
め
て
背
伸

び
を
す
る
の
で

は
な
く
、
今
の

自
分
に
で
き
る

精
一
杯
を
音
に

乗
せ
る
。
そ
の

「
自
分
ら
し
く

あ
る
こ
と
」
の

大
切
さ
を
、音

楽
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

二
年
生
か
ら
は
副
部
長

を
務
め
、組
織
を
牽
引
す

る
や
り
が
い
を
感
じ
る
一
方

で
、多
忙
を
極
め
る
日
々
に

直
面
し
ま
し
た
。学
業
と
の

両
立
に
悩
み
、余
裕
を
失
い

か
け
た
時
期
も
あ
り
ま
し

た
が
、私
は
あ
え
て
趣
味
の

時
間
な
ど「
自
分
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
繋
が
る
習
慣
」

を
欠
か
さ
な
い
よ
う
努
め

ま
し
た
。大
変
な
時
こ
そ
心

に
余
白
を
作
る
こ
と
で
、最

後
ま
で
自
分
を
見
失
わ
ず

に
走
り
抜
く
こ
と
が
で
き
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

振
り
返
れ
ば
部
活
と
勉

強
に
奔
走
し
た
三
年
間
で

し
た
が
、そ
こ
に
は
私
な
り

の「
自
分
ら
し
さ
」が
凝
縮

さ
れ
て
い
ま
し
た
。長
良
高

校
で
得
た
経
験
を
糧
に
、大

学
と
い
う
新
た
な
環
境
に

お
い
て
も
、自
分
ら
し
い
リ

ズ
ム
を
刻
み
な
が
ら
歩
み
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

長
良
高
校
で
過
ご
し
た

三
年
間
、私
は
常
に「
自
分

ら
し
さ
」と
い
う
言
葉
を
胸

に
生
活
し
て
き
ま
し
た
。私

に
と
っ
て
こ
の
言
葉
は
、慌
た

だ
し
い
日
々
の
中
で
も
心
に

余
裕
を
持
ち
、自
分
自
身

を
客
観
的
に
見
つ
め
る
た
め

の
大
切
な
指
針
で
し
た
。

　

特
に
そ
の
大
切
さ
を
実

感
し
た
の
は
、吹
奏
楽
部
で

の
活
動
で
す
。高
校
か
ら
楽

器
を
始
め
た
初
心
者
に
と

っ
て
、百
人
近
い
部
員
が
い

る
環
境
は
、未
知
の
世
界
で

し
た
。入
部
当
初
は
、経
験

者
と
の
技
術
の
差
や
周
囲

の
熱
量
に
圧
倒
さ
れ
、集
団

の
中
に
埋
も
れ
て「
個
」と

し
て
の
自
分
を
見
失
い
そ

う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。し
か
し
、多
様
な
個
性

が
放
つ
音
色
が
重
な
り
合

い
、一
つ
の
壮
大
な
音
楽
を

創
り
上
げ
て
い
く
吹
奏
楽

に
触
れ
る
中
で
、初
心
者
で

あ
る
私
も
、こ
の
集
団
を
構

成
す
る
欠
か
せ
な
い
一
員
で

あ
る
と
気
づ
く
こ
と
が
で
き

都留文科大学　教養学部　比較文化学科

岐阜大学　医学部　看護学科　

全
員
を
大
切
に
想
う
自
分

は
立
派
な
部
長
だ
っ
た
と
い

う
自
信
が
あ
り
ま
す
。ま
た

私
に
は
、弱
く
て
か
っ
こ
悪
い

所
も
理
解
し
て
く
れ
て
、毎

日
笑
顔
に
し
て
く
れ
た
仲
間

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。そ
ん
な

温
か
な
仲
間
と
日
本
一
の
舞

台
を
目
指
し
ま
し
た
。結
果

と
し
て
は
こ
の
三
年
で
日
本
一

に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。そ

れ
で
も
高
校
生
活
を
演
劇

に
捧
げ
て
良
か
っ
た
と
心
か

ら
思
っ
て
い
ま
す
。皆
で
日
本

一
を
本
気
で
め
ざ
し
た
時
間

は
結
果
以
上
に
私
の
心
に
残

っ
て
い
る
か
ら
で
す
。仲
間
と

流
し
た
多
く
の
涙
は
私
達
が

本
気
で
部
活
に
向
き
合
っ
て

き
た
証
で
す
。こ
の
経
験
を

自
信
に
し
、私
は
ま
た
次
の
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。大
好

き
な
部
員
達
へ
。皆
の
部
長

に
な
れ
て
幸
せ
で
し
た
。本

当
に
あ
り
が
と
う
。

　

私
は
80
人
を
超
え

る
全
国
最
多
の
部
員

数
で
、全
国
最
優
秀

を
目
指
す
演
劇
部
の

部
長
を
務
め
ま
し
た
。

こ
の
一
文
を
読
む
と
、

強
く
て
頼
も
し
い
姿

を
想
像
さ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。し
か

し
、実
際
の
私
は
優

柔
不
断
で
、気
づ
け

ば
周
囲
の
人
に
支
え

ら
れ
て
ば
か
り
の
部
長
で
し

た
。そ
れ
で
も
今
、「
私
は
長

良
高
校
演
劇
部
の
部
長
だ
っ

た
」と
胸
を
張
っ
て
言
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。そ
れ
は
、自
分

ら
し
く
演
劇
と
部
員
達
に
向

き
合
う
こ
と
が
で
き
た
か
ら

で
す
。－

部
長
は
自
分
達
の
一

番
の
フ
ァ
ン
で
あ
れ

－

こ
れ
は

心
に
最
も
深
く
残
っ
た
、顧

問
の
先
生
が
私
に
言
っ
た
言

葉
で
す
。フ
ァ
ン
だ
か
ら
こ
そ

仲
間
の
こ
と
を
知
り
尽
く

し
、拙
く
て
い
い
か
ら
自
分
の

言
葉
で
想
い

を
伝
え
る
。

部
員
数
が
多

い
中
で
も
集

団
と
し
て
だ

け
で
な
く
、個

人
と
し
て
一
人

ひ
と
り
と
関

わ
る
こ
と
を

大
切
に
し
ま

し
た
。だ
か
ら

部
の
こ
と
で
た

く
さ
ん
悩
み
、

それでも誇り

＊ 写真前列中央が溝口さん＊ 写真前列中央が溝口さん

株式会社石昌商会

石昌運輸有限会社
代表取締役　石原 泰守 （33期生）
取締役　石原 泰享 （38期生）

　石原 英樹 （61期生）
岐阜県各務原市各務山の前町4丁目

安心・安全な輸送

グランド用土（黒土）の製造・販売

TEL.058-384-1158　FAX.058-370-3920
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関

　

私
た
ち
コ
ー
ラ
ス
部
は
、令
和
7
年
度
岐
阜
県
高
等
学

校
連
合
音
楽
会
に
て
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。披
露

し
た
楽
曲
は
、ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の
作
品
か
ら「
め
ぐ
る
季

節
」「
や
さ
し
さ
に
包
ま
れ
た
な
ら
」「
さ
ん
ぽ
」の
メ
ド
レ
ー

曲
で
し
た
。こ
の
時
期
は
立
て
続
け
に
大
会
が
あ
り
、練
習

が
大
変
で
し
た
。嬉
し
い
こ
と
に
出
場
し
た
多
く
の
大
会
で

県
代
表
と
な
り
、次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
と
進
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。し
か
し
、そ
の
大
会
の
練
習
に
時
間
を
費

や
し
て
い
た
た
め
、音
楽
会
の
練
習
に
な
か
な
か
取
り

掛
か
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
よ
り
完
成
度
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、必
死
に

練
習
を
重
ね
ま
し
た
。ま
た
、３
年
生
が
引
退
し
、は

じ
め
て
１
，２
年
生
８
人
で
の
発
表
と
な
っ
た
た
め
、

一
人
ひ
と
り
の
歌
唱
技
術
を
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。そ
の
た
め
、顧
問
の
先
生
に
個
別
で
指
導
し
て

い
た
だ
い
た
り
、部
員
同
士
で
互
い
の
歌
を
聴
き
合
っ

た
り
す
る
な
ど
練
習
方
法
を
工
夫
し
ま
し
た
。

　

他
に
も
苦
労
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、課
題
が
見
つ
か
る
度
に
部
員

全
員
で
意
見
を
出
し
合
い
、解
決
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。思
っ
た
こ
と

を
気
兼
ね
な
く
言
い
合
え
る
関
係
性
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
大
き
な

成
果
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、歌
唱
表
現
だ
け
で
な
く
、演
出
方
法
に
も
こ

だ
わ
り
、入
退
場
の
仕
方
や
小
道
具
、楽
器
を
取
り
入
れ
る
な
ど「
私
た
ち

し
か
で
き
な
い
合
唱
！
！
」を
創
り
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。そ
の
結

果
が
最
優
秀
賞
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。私
た
ち
一
人
一
人
が
歌
う
こ
と

を
楽
し
み
、そ
の
楽
し
さ
を
歌
で
表
現
で
き
た
こ
と
は
良
い
経
験
に
な
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
受
賞
に
よ
り
、あ
き
た
総
文
祭
2
0
2
6
に
出
場
さ
せ
て
い
た
だ

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。前
回
の
総
文
祭
ま
で
は
、岐
阜
県
合
同
合
唱
団

と
し
て
参
加
し
た
た
め
、今
回
自
分
た
ち
の
力
で
出
場
権
を
手
に
入
れ
ら

れ
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。出
場
さ
せ
て
い
た

だ
く
か
ら
に
は
、岐
阜
県
代
表
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
、関
わ
る
全
て
の
人
々
に
対
し
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
臨
み
た
い
で
す
。そ
し
て
、全
国
か
ら
合
唱

を
愛
す
る
高
校
生
が
集
ま
る
総
文
祭
と
い
う
大
舞

台
を
存
分
に
楽
し
も
う
と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
に

も
、「
長
良
高
校
コ
ー
ラ
ス
部
に
し
か
で
き
な
い
合

唱
」を
と
こ
と
ん
追
求
し
て
い
き
た
い
で
す
。

コ
ー
ラ
ス
部
部
長
　
近
藤　

奏
波（
７８
期
）

　

僕
は
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
全
日
本
ユ
ー
ス

強
化
合
宿
に
参
加

し
ま
し
た
。
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選

手
た
ち
と
と
も
に
プ

レ
ー
す
る
中
で
、自
分
の
現
在
地
を
知
る
と
同
時
に
、新
た
な
目
標
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
回
参
加
し
た
合
宿
は
、日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
が

主
催
し
、全
国
か
ら
有
望
な
選
手
を
招
集
し
て
、国
際
大
会
に
向
け
た
強
化
と

育
成
を
目
的
と
し
た
五
日
間
の
も
の
で
す
。身
長
一
九
〇
セ
ン
チ
以
上
の
選
手
が

集
ま
る
環
境
で
、普
段
で
は
経
験
で
き
な
い
高
い
レ
ベ
ル
の
中
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に

向
き
合
い
ま
し
た
。

　

合
宿
初
日
、二
日
目
は
、全
国
で
活
躍
し
て
い
る
選
手
と
の
差
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。打
点
が
三
メ
ー
ト
ル
五
十
セ
ン
チ
に
達
す
る
選
手
や
、二
メ
ー
ト
ル
近
い

身
長
を
持
つ
選
手
、同
じ
く
ら
い
の
身
長
で
も
圧
倒
的
な
打
力
や
技
術
を
備
え

た
選
手
な
ど
、こ
れ
ま
で
出
会
っ
た
こ
と
の
な
い
レ
ベ
ル
の
選
手
ば
か
り
で
し
た
。

プ
レ
ー
の
ス
ピ
ー
ド
や
判
断
の
速
さ
、一つ一つ
の
精
度
の
高
さ
に
圧
倒
さ
れ
、自
分

の
未
熟
さ
と
課
題
を
突
き
つ
け
ら
れ
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
自
分
は
、技
術
の
不
足
を
身
長
で
補
っ
て
き
た
部
分
が
あ
り
ま

し
た
。し
か
し
同
じ
身
長
の
選
手
が
集
ま
る
環
境
で
は
、技
術
や
判
断
力
、プ

レ
ー
の
質
が
そ
の
ま
ま
勝
負
に
な
り
ま
す
。そ
の
現
実
に
直
面
し
、自
分
の
課
題

が
よ
り
明
確
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
で
も
、「
今
の
自
分
で
も
ど
う
す
れ
ば
通
用

す
る
の
か
」を
考
え
、周
り
の
選
手
に
食
ら
い
つ
き
な
が
ら
プ
レ
ー
を
続
け
ま
し

た
。そ
の
結
果
、何
本
か
ス
パ
イ
ク
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
、自
分
の
強
み
や
こ
れ

ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
技
術
が
通
用
す
る
場
面
も
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。こ

の
経
験
は
、自
信
と
次
へ
の
課
題
の
両
方
を
与
え
て
く
れ
る
、大
き
な
収
穫
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
合
宿
を
通
し
て
最
も
強
く
感
じ
た
の
は
、自
身
の
技
術
不
足
で
す
。

し
か
し
同
時
に
、全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
の
プ
レ
ー
を
間
近
で
何
度
も
見
る

こ
と
で
、目
指
す
べ
き
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。そ
し
て
今
、参
加
し
た
選
手
た
ち
の
中

で
、何
か一つ
の
分
野
で一
番
に
な
る
と
い
う
目
標
が
で
き

ま
し
た
。こ
の
目
標
は
決
し
て
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、長
良
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
は
優
れ
た
指
導
者

と
恵
ま
れ
た
環
境
が
あ
り
ま
す
。そ
の
環
境
を
最
大
限

に
活
か
し
、日
々
の
練
習
に
全
力
で
取

り
組
み
、チ
ー
ム
を
全
国
の
舞
台
へ
導

け
る
選
手
へ
と
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

あ
き
た
総
文
祭
2
0
2
6
出
場
に
向
け
て

コーラス部

バレーボール部

「
得
た
も
の
」

「
得
た
も
の
」

全
日
本
ユ
ー
ス
強
化
合
宿
に
参
加
し
て

全
日
本
ユ
ー
ス
強
化
合
宿
に
参
加
し
て

バレーボール部 2年
棚橋　大地（79期）
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関
東
支
部
長  

塗
木 

栄
一
郎（
32
期
）

関
東
支
部

東
支
部

メールアドレス nagara.reunion.kantobranch@gmail.com

の
コ
ー
ナ
ー

の
コ
ー
ナ
ー

　

去
る
昨
年
11
月
23
日
、
銀
座
「
吉
乃
翔
」
に
て
関
東
支
部

総
会
・
懇
親
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
鵜
飼
校
長
先
生
、
國
島
同
窓
会
長
、
安
藤
・
石
原
・

山
田
各
副
会
長
、
澤
田
顧
問
を
は
じ
め
、
総
勢
32
名
の
方
々

に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
で
は
ま
ず
、
鵜
飼
校
長
先
生
よ
り
在
校
生
の
目
覚
ま
し
い

活
躍
が
紹
介
さ
れ
、
伝
統
の
「
文
武
両
道
」
の
精
神
が
今
も

脈
々
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、23
期
生
で
俳
優
の
三
浦
浩
一

さ
ん
か
ら
は
、
高
校
時
代
の
思
い

出
を
語
る
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

届
き
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、役
員
以
外
に
も
岐
阜

か
ら
ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
々
が
い

ら
っ
し
ゃ
り
、地
元
の
最
新
情
報
を

伺
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
大
変
有

意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
11
月
23
日
に
同
会
場
に

て
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　　

昨
年
度
よ
り
、
在
校
生
・
卒
業
生
の
活
躍
を
タ
イ
ム
リ
ー

に
共
有
す
る
た
め
、
関
東
支
部
の
グ
ル
ー
プ
L
I
N
E
を
運

用
し
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
の
事
務
連
絡
以
外
で
も
、
自
己
P
R
や
近
況
報
告

の
場
と
し
て
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。
最
近
の
長
良
高
校

の
様
子
や
岐
阜
の
街
の
変
化
な
ど
の
情
報
交
換
を
歓
迎
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
関
東
以
外
に
お
住
ま
い
の
方
も
ぜ
ひ
ご
登

録
く
だ
さ
い
。

登
録
希
望
者
は
専
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 　

令
和
7
年
度

長
良
高
校
同
窓

会
総
会
・
懇
親
会

が
6
月
15（
日
）

に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。私
た
ち
44
期

が
メ
イ
ン
ホ
ス
ト
期
と
し
て
担
当
さ
せ
て

頂
き
、ご
多
用
の
と
こ
ろ
、今
年
も

4
0
0
名
以
上
の
方
々
に
ご
出
席
頂

き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、長
良
高
校
同
窓
会
常
任
幹
事

の
皆
様
、鵜
飼
校
長
先
生
を
は
じ
め
恩

師
の
先
生
方
や
諸
先
生
方
、サ
ブ
ホ
ス
ト

の
43
期
・
45
期
の
方
々
の
心
強
い
ご
支
援

と
ご
協
力
に
よ
り
、無
事
に
同
窓
会
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。お
か
げ
さ

ま
で
、盛
会
の
う
ち
に
無
事
終
了
い
た
し

ま
し
た
こ
と
、心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
回
の
懇
親
会
の
テ
ー
マ
を「
偶
然
の

出
会
い
か
ら
必
然
の
再
会
へ 

〜
長
良
高

生
の
誇
り
を
胸
に 

再
び
紡
ぐ
絆
〜
」と

し
て
、懇
親
会
に
参
加
さ
れ
た
方
が
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、私
た
ち
44
期
は
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、ス

テ
ー
ジ
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
長
良
高
校
在
校

生
の
部
活
動
風
景
を
上
映
し
、サ
ッ
カ
ー

部
や
演
劇
部
の
活
躍
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、現
在
の
長
良
高
校
の
様
子
が
と
て

も
よ
く
分
か
る
映

像
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

校
内
で
の
撮
影
も

快
く
了
承
頂
き
本

当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。次

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、素
晴
ら
し
い
活

躍
を
支
え
た
い
と
い

う
想
い
で
、長
良
高

校
部
活
動
支
援
金

カ
ン
パ
と
し
て
、マ
ツ

ケ
ン
サ
ン
バ
を
44
期

の
有
志
が
踊
り
、カ

ン
パ
を
募
り
ま
し

た
。会
場
は
大
変
盛

り
上
が
り
、お
か
げ

さ
ま
で
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
を
頂
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、応
援
団
の
演
舞
も
今
年
は
、

チ
ャ
ン
ス
長
良
や
拍
手
１
１
３
１
３
拍
子

そ
し
て
最
後
は
校
歌
と
迫
力
の
あ
る
演

舞
と
声
で
、会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま

し
た
。こ
ち
ら
の
応
援
団
の
演
舞
に
出
て

下
さ
っ
た
方
は
、特
訓
を
繰
り
返
し
本
番

の
演
舞
に
向
か
わ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。44
期
以
外
に
も
た
く
さ
ん
こ
の
応
援

演
舞
に
参
加
し
て
頂
き
、あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。最
後
の
校
歌
は
特
に
会
場

が一つ
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
に

よ
り
、世
代
を
超
え
た
貴
重
な
交
流
の

場
と
す
る
こ
と
が
で
き
、同
窓
の
絆
の
深

さ
を
改
め
て
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も

長
良
高
校

同
窓
会
の
発

展
の
た
め
、

変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ

ま
す
。

ありがとうございました

昨年度実行委員長
鈴木　誠（44期）

令和7年度 同窓会総会・懇親会

【
関
東
支
部
グ
ル
ー
プ
L
I
N
E
の
ご
案
内
】

/ 月

2026

グループLINEを立ち上げました！

（登録ご希望の方は、下記メールアドレスに連絡お願いします）

メールアドレス nagara.reunion.kantobranch@gmail.com

支部長 塗木 栄一郎（32期）
連絡先：千葉県松戸市日暮１−１０−５　（株）アイ・ティー・オー内
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　次年度（令和9年）の総会・懇親会は、46期生がメインホストとして運
営を行います。本年度は、サブホストとして総会・懇親会に大勢参加し
て、先輩達から運営方法を学びましょう！

次年度メインホスト
46期生の皆さんへ

（平成7年3月卒）

「
喜
寿
同
窓
会
」を
目
指
し
て

　

昭
和
46
年
3
月
に
卒
業
し
た
長
良
高
校

22
期
同
窓
生
は
10
ク
ラ
ス
で
4
8
1
名
。

　

卒
業
50
周
年
と
し
て
令
和
2
年（
68

歳
）に
同
窓
会
を
計
画
し
ま
し
た
が
、コ
ロ

ナ
感
染
症
拡
大
に
よ
り
中
止
と
な
り
、し

ば
ら
く
し
て
ク
ラ
ス
交
流
会
に
参
加
し
た

際
、「
第
2
の
人
生
は
70
歳
か
ら
が
本
番
」

の
言
葉
に
も
刺
激
さ
れ
、よ
う
や
く
昨
年

の
秋
11
月（
73
歳
）、3
回
目
の
同
窓
会
を

96
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
ご
と
の
写
真
撮
影
と
元
コ
ー
ラ
ス

部
員
の
指
導
に
よ
る
校
歌
斉
唱
に
よ
り
、

予
想
以
上
に
歓
喜
あ
る
も
の
と
な
り
、明

る
く
楽
し
い
同
窓
会
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

次
回
開
催
予
定
は
、長
寿
の
祝
い
と
な

る
77
歳
喜
寿

（
2
0
2
9

年
）。

　

同
窓
会
報

「
な
が
れ
」で

長
良
高
校
生

の
ご
活
躍
と

卒
業
生
の
皆

さ
ん
の
社
会

的
活
動
盛
況

を
知
る
こ
と

が
で
き
、
長

良
高
校
生
で

あ
っ
た
こ
と
で

自
信
と
誇
り

で
一
杯
で
す
。

曽
我
部 

弘
行（
22
期
）

22
期
生
学
年
同
窓
会

令
和
七
年
十
一
月
二
十
四
日（
月
）

　
　
　
　
於
　
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山

　
「
光
陰
矢
の
如
し
」と
は
言
う
け
れ
ど
、八
十
一
年

余
の
歳
月
は
ど
れ
ほ
ど
の
長
さ
か
？
例
え
ば
明
治
元

年（
一
八
六
八
年
）を
起
点
と
し
て
八
十
一
年
を
下
れ

ば
、昭
和
二
十
四
年（
一
九
四
九
年
）と
な
る
。こ
の
間

に
日
清
・
日
露
戦
争
、第
一
次
世
界
大
戦
、関
東
大
震

災
、満
州
事
変
、第
二
次
世
界
大
戦
、そ
し
て
終
戦
と

実
に
長
い
歳
月
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

昭
和
三
十
七
年（
一
九
六
二
年
）三
月
十
日
に
卒
業

し
た
県
立
長
良
高
校
十
三
期
生
の
最
後
の
学
年
同

窓
会
は「
開
拓
者
の
気
魄
で
勉
学
と
ス
ポ
ー
ツ
に
あ

た
れ
、礼
儀
正
し
く
あ
れ
」を
モ
ッ
ト
ー
に
生
き
た
元

若
人
三
十
八
名
が
集
い
、互
い
の
友
情
を
深
め
合
い

ま
し
た
。三
十
秒
間
の
黙
祷
に
つ
づ
い
て
乾
杯
の
あ
と

各
々
の
近
況
報

告
、健
康
体
操
、ピ

ア
ノ
伴
奏
で
の
続

木
宗
秋
氏（
ロ
ス
・

ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
よ
り

駆
け
つ
け
て
く
れ

た
）、近
々
ソ
プ
ラ
ノ

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

す
る
森
み
ち
さ
ん

の
素
晴
ら
し
い
歌

唱
の
あ
と
全
員
で

「
高
校
三
年
生
」

「
学
生
時
代
」、最

後
に「
長
良
高
校

校
歌
」を
合
唱
し
、

楽
し
い
時
を
過
ご

せ
た
こ
と
に
感
謝

の
念
ひ
と
し
お
で

あ
る
。

杉
山 

元
宏（
13
期
）

期
生
学
年
同
窓
会

13
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（団体→県大会ベスト８以上、個人→県大会８位以上）を掲載（令和7年4月～令和8年3月まで）
★全国大会　●東海大会　◆県大会

全国高等学校総合文化祭　合唱部門　出場
全国書道展　部門１　奨励賞１名、特賞２名
全国高等学校総合文化祭　短歌部門　出場

【コーラス部】
【書道部】
【文芸部】

全国高校選手権大会　準優勝
全国高等学校総合文化祭　小倉百人一首かるた部門　出場
国民スポーツ大会　男子少年A３００ｍ　出場
国民スポーツ大会　女子少年A４００ｍ個人メドレー　出場

【かるた部】
【かるた部】
【陸上競技部】
【水泳部】

祝

 《文　化　系》
【 吹奏楽 】
◆岐阜県吹奏楽コンクール　県大会
●東海吹奏楽コンクール
◆中部日本吹奏楽コンクール県大会
◆岐阜県アンサンブルコンテスト　県大会
●東海アンサンブルコンテスト
◆中部日本個人・重奏コンテスト　個人の部　県大会
●中部日本個人・重奏コンテスト　重奏の部　本大会
●中部日本個人・重奏コンテスト　個人の部　本大会
【 写真】
◆県青少年美術展
◆県高校写真コンテスト
◆県高校写真選手権
◆県高校総合文化祭写真展
　　→第５０回全国高等学校総合文化祭秋田総文出場決定
●東海地区高校生フォトコンテスト
【 コーラス 】
★全国高等学校総合文化祭
◆ＮＨＫ全国学校音楽コンクール岐阜県コンクール
◆岐阜県合唱コンクール
◆ＮＨＫ全国学校音楽コンクール東海北陸ブロックコンクール
◆中部合唱コンクール
◆県総合文化祭第94回岐阜県高等学校連合音楽会
　　→第５０回全国高等学校総合文化祭秋田総文出場決定
◆ぎふヴォーカルアンサンブルコンテスト
【 美術 】
◆県総合文化祭　美術・工芸展
【 書道 】
◆県総合文化祭　書道展
◆岐阜県赤十字作品コンクール
★全国書道展
◆青少年美術展
【 演劇 】
◆岐阜県高等学校演劇大会
●中部日本高等学校演劇大会
【 文芸 】
◆県文芸コンテスト

★全国高等学校総合文化祭　
【 かるた 】
◆全国競技かるた大垣大会
◆全国競技かるた愛知大会
◆県高校選手権大会（団体戦）
★全国高校選手権大会
★全国高等学校総合文化祭　
◆県総文（団体戦）
◆県総文（個人戦）
●東海地区高等学校かるた大会
◆岐阜県かるた選手権大会
【 英会話 】
◆英語で想いを語る会ー岐阜県高校生英語プレゼンテーション大会ー

金賞（県代表）
銅賞
金賞

銅賞
金賞1（県代表）

銀賞
金賞

優秀賞１名・入選７名
奨励賞４名
奨励賞３チーム

優秀賞１名・奨励賞７名　　　　

入選１名

出場
金賞（県代表）
金賞（岐阜県教育委員会賞）
奨励賞
銅賞

最優秀賞（県代表）

金賞、県教育委員会賞

入選２名

奨励賞
優秀賞１名

奨励賞１名、特賞２名
入選５名

岐阜県知事賞
奨励賞

３位
４位
２位
5位
出場

３位１名

３位
準優勝
出場
３位
３位１名
２名出場

優秀賞

Ａ編成
Ａ編成
大編成
金賞3・銀賞1・銅賞1（県代表1）
クラリネット五重奏
マリンバ独奏
クラリネット五重奏
マリンバ独奏

合唱部門

高校部門A

高校部門A

デザイン

個人作品部門

部門１
青年部

部誌部門
小説部門
随筆部門
俳句部門
短歌部門

Ｃ級
Ｄ級:優勝１名・Ｅ級:３位１名

Ｃ級13
小倉百人一首かるた部門

Ｃ級:準優勝１名・Ｅ級:優勝１名、準優勝１名

　

令
和
７
年
度
部
活
動
激
励

費
を
長
良
高
校
に
謹
呈
し
ま

し
た
。

　

令
和
7
年
9
月
25
日（
火
）

に
、國
島
会
長
か
ら
鵜
飼
校
長

に
令
和
7
年
度
部
活
動
激
励

費
五
十
万
円
の
目
録
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
に
出
場
し
た
生

徒
だ
け
で
な
く
、幅
広
く
部
活

動
の
活
性
化
の
た
め
に
有
効
活

用
し
て
頂
き
、一
人
で
も
多
く
の

生
徒
が
、様
々
な
大
会
で
活
躍

さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

【 バドミントン 】　 
◆県高校新人
【 陸上競技 】
◆県高校総体

団体

２００ｍ
４００ｍ
１５００ｍ
５０００ｍW
４×１００ｍR
４×４００ｍR
走幅跳
八種競技
女子総合
１００ｍ
２００ｍ
１００ｍH
４００ｍH
４×１００ｍR
４×４００ｍR
走幅跳

ベスト8

３位
２位
６位
１位
３位
４位
５位
６位
２位

２位・５位・８位
３位
５位
３位
２位
２位
５位

 《運　動　系》

男子

女子

女子

※上記の８位以上が出場

女子

女子

男子

●東海卓球選手権(本戦)

●中部日本選手権(本戦)
●東海卓球選手権
◆県高校新人
【 水泳 】　 
◆県高校総体

●東海高校総体

◆県高校新人

★国民スポーツ大会

個人
個人
個人
個人
団体

100m自由形
200m自由形
400m自由形
1500m自由形
100m背泳ぎ
200m背泳ぎ
200m個人メドレー
4×100mﾌﾘｰﾘﾚｰ
4×200mﾌﾘｰﾘﾚｰ
4×100mﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ
総合
50m自由形
400m自由形
100m平泳ぎ
200ｍ平泳ぎ
200ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ
400ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ
4×100mﾌﾘｰﾘﾚｰ
4×200mﾌﾘｰﾘﾚｰ
4×100mﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ
総合

200ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ
400ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ
100ｍ自由形
200ｍ自由形
400ｍ自由形
100ｍ背泳ぎ
200ｍ背泳ぎ
200ｍ平泳ぎ
100ｍバタフライ
200ｍバタフライ
200ｍ個人メドレー
400ｍ個人メドレー
4×100mﾌﾘｰﾘﾚｰ
4×100mﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ
総合
50ｍ自由形
100ｍ自由形
100m平泳ぎ
200m平泳ぎ
200ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ
400ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ
4×100mﾌﾘｰﾘﾚｰ
4×100mﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ
総合
少年A400ｍ個人メドレー

出場
出場
出場
２名出場
ベスト16

４位
５位
６位
３位
８位
８位
６位
４位
４位
７位
５位
８位
６位

６位･７位
８位
１位
１位
４位
４位
４位
４位

８位
８位
４位

３位･７位
３位･８位
７位･８位
７位･８位
５位･７位･８位
６位
７位

５位･６位
４位･７位･８位
３位
６位
３位
７位
６位

４位･８位
４位

１位･６位
１位
４位
２位
３位
出場

男子
女子
女子
男女
男子

女子

女子

男子

部
活
動
激
励
費
授
与
式

部
活
動
激
励
費
授
与
式

令和７年度  部活動実績一覧

◆県高校総体

●東海高校総体
◆県高校新人

★国民スポーツ大会
●東海高校新人
【 なぎなた 】　 
◆県高校総体
●東海総体
【新体操 】　 
◆県高校総体
●東海総体
◆県高校新人

【 サッカー 】
◆県高校総体
●東海高校総体
◆高校選手権
◆県ユースリーグ　　　　　　　　

●東海ルーキーリーグ
◆県新人戦
令和７年度 岐阜県高体連ベストイレブン　1名選出 

三段跳
砲丸投
やり投
七種競技

走幅跳
三段跳
８００ｍ
４００ｍ
４００ｍH
走幅跳
三段跳
４×１００ｍR
４×４００ｍR
少年A３００ｍ

個人
個人

個人総合　2位

種目別ボール
種目別フープ
個人総合　2位

１部
２部
３部
２部

１位・７位
６位
５位
２位

４位
４位
７位
３位
３位
8位
４位
５位
６位
出場

4位
3位

2位
出場
1位
2位
2位

準優勝
３位
ベスト８
７位
8位
１位
6位
準優勝

※上記の個人6位以上が出場

※上記の個人6位以上が出場

女子

女子

男子

男子

男子
男子

女子個人競技

【 ハンドボール 】
◆県選手権大会
◆県高校新人
【 ソフトテニス 】
◆県高校総体

◆県高校新人

【 剣道 】　 
◆県高校総体
◆県選手権大会
◆県高校新人
◆県選抜大会
●東海選抜大会
【 バレーボール 】
◆県高校総体
◆県高校選手権
  全日本U18アジア選手権大会にむけた選考・強化合宿　　１名選出
【 卓球 】　 
◆県高校総体

●東海高校総体

団体
団体
団体
団体

団体
二段の部
団体
団体
団体

団体
団体
団体

２位
4位

５位
５位
５位
５位

５位
準優勝
５位
３位
出場

ベスト８
ベスト８

ベスト８
準優勝
出場

男子
男子

男子
女子
男子
女子

女子
男子
女子
女子
女子

男子
男子

男子
女子
女子

女子
個人競技

s- ish igami@pr ict ion .com

＜関連店舗＞ 岐阜正木店

ワッペン・アップリケ・刺繍ショップ
岐阜市正木中２丁目５－２８

（マーサ21西）

おともだちの広場

楽天市場店 yahoo！店

CEO （38期・野球部）

代表取締役　河 田  真 一（42期）

専務取締役　小 森  康 史（44期）

TEL.058-246-8200（代）本社 羽島郡岐南町平成6-33

株式会社トドロキレッカー
株式会社トドロキ・トランスポート
株式会社トドロキレッカー
株式会社トドロキ・トランスポート

トドロキレッカー 検索http://todoroki-wrecker.com/
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●
趣
　
旨

　
こ
の「
な
が
れ
」は
、長
良
高
校
同
窓

生
約
三
万
名（
住
所
不
明
者
除
く
）に

毎
年
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
費
用
と
し
て
郵
送
料
を
含
め

四
百
万
円
程
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、現
役
生
へ
の
部
活
動
支
援
と

し
て
部
活
動
激
励
費
五
十
万
円
を
贈

呈
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
今
の
物
価
上
昇
や
郵
送
料
の
値

上
げ
等
に
よ
り
、現
在
の
納
入
状
況
で

は
全
員
へ
の
送
付
、更
に
は
同
窓
会
運

営
が
厳
し
く
な
り
ま
す
。

　
●
金
　
額

　
二
千
円
以
上（一口
千
円
を
二
口
以
上
）

で
お
願
い
し
ま
す
。

　
◆
納
入
方
法

　「
な
が
れ
」に
同
封
す
る
郵
便
局
の

振
込
用
紙
に
て
納
入
し
て
下
さ
い
。

会
費
納
入
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

令和7年度 会費納入状況
期
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

5
4
12
18
34
127
52
19
66
89

11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

64
52
29
64
60
39
100
92
53
112

21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

63
57
69
90
159
123
81
60
86
152

31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

49
101
85
67
61
35
45
50
62
35

41
42
43
44
45
46
47
48
49
50

33
42
62
167
48
14
4
22
3
0

口数 口数 口数 口数期 期 期
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60

13
18
13
0
1
6
4
3
9
2

口数期
71
72
73
74
75
76
その他
関東支部
合計

5
5
12
8
9
7
11
65
3,253

口数期
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70

1
1
2
4
3
7
11
5
7
5

口数期口数期
R8.3.31現在

令和８年度入試　大学・短大・専門学校等合格状況令和８年度入試　大学・短大・専門学校等合格状況
合格者数

室 蘭 工 大
北 見 工 大
筑波技術大
新 潟 大
富 山 大

金 沢 大
福 井 大
山 梨 大
信 州 大

岐 阜 大

静 岡 大

愛知教育大
名 古 屋 大

名古屋工大
三 重 大

滋 賀 大
大 阪 大

和 歌 山 大
鳥 取 大
島 根 大
岡 山 大
広 島 大
徳 島 大
愛 媛 大
高 知 大
宮 崎 大
　 合 　

理工
工

共生社会創成
法
経済
工

都市デザイン
理

人間社会
工
工
工
農
経法
教育
地域科学
工
医

人文社会
理
教育
文
法
工
経済
医
工

生物資源
工
経済
外国語
法
観光
工

総合理工
工
工

生物資源
社会共創
理工
農
計

1

1

1

1

1

1

1

7

1
1
1
1
3
4
1
1
2
6
1
1
1
1
7
5
3
4
2
1
8

1
2
1
1
3
3
1

1

2
1
1
1
1
2
1
2
1
80

1
1
1
1
4
4
1
1
3
6
1
1
1
1
8
5
3
5
2
1
8
1
1
2
1
1
3
3
1
1
1
1
2
1
1
1
1
2
1
2
1
87

大  学  名 学 部

＜国立大学＞

現役 既卒 合計
合格者数

都留文科大
長 野 大

公立諏訪東京理科
岐阜県立看護大
静岡県立大
愛知県立大
名古屋市立大

滋賀県立大

京都府立大
芸術文観光職大
奈良県立大
公立鳥取環境大

岡山県立大
周南公立大
高知工科大
長崎県立大

名 桜 大
　 合 　

文
社会福祉
地域経営
共創情報
工
看護
経営情報
外国語
医

データサイエンス
人文社会
芸術工
人間文化
環境科学
工
社会科
芸文観光
地域創造
経営
環境
情報工
人間健康科
経済マネ
看護栄養
経営
国際
計

1

2

1
2
1
1
7
1
2
1
1
3
1
2
5
2
1
2
1
1
1
1
2
1
1
1
1
57

1
1
2
1
1
7
1
2
1
1
3
1
2
5
2
1
2
1
1
1
1
2
1
1
1
1
59

大  学  名 学 部

＜公立大学＞

現役 既卒 合計

合格者数

秋田県立大
前橋工科大

高崎経済大
東京都立大
富山県立大

石川県立大
敦賀市立看護大
福井県立大
都留文科大

システム
情報
工
経済
健康福祉
看護
情報工
生物資源
看護
経済
教養

1

2
1
1

1
2
1
2
1
1
2

2
1
1
1
1
2
1
2
1
1
2

大  学  名 学 部

＜公立大学＞

現役 既卒 合計

合格者数

北 里 大
学 習 院 大
慶 應 義 塾 大
芝 浦 工 業 大
順 天 堂 大
上 智 大
創 価 大
玉 川 大
中 央 大
大 東 文 化 大
拓 殖 大
帝 京 大
帝 京 平 成 大
東 京 農 大
東 京 造 形 大
東 海 大
日 本 大
武 蔵 野 美 大
明 治 大
立 教 大
早 稲 田 大
金 沢 工 大

1

1

1

1
1
1
1
1
2
2
1
2
9
8
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
12

1
1
1
1
1
2
2
1
3
9
8
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
12

大  学  名

＜私立大学＞

現役 既卒 合計

合格者数

朝 日 大
岐 阜 聖 徳 学 園 大
中 部 学 院 大
岐 阜 医 療 科 学 大
岐 阜 保 健 大
東 海 学 院 大
愛 知 大
愛 知 医 大
愛 知 学 院 大
愛 知 産 業 大
愛 知 工 業 大
愛 知 淑 徳 大
一 宮 研 伸 大
桜 花 学 園 大
岡 崎 大
金 城 学 院 大
椙 山 女 学 園 大
大 同 大
中 京 大
中 部 大
東 海 学 園 大
名 古 屋 外 大
名 古 屋 学 院 大
名 古 屋 芸 大
名 古 屋 商 大
名 古 屋 葵 大
名古屋国際工科専門職大
南 山 大
日 本 福 祉 大
藤 田 医 大
名 城 大
人 間 環 境 大
名 古 屋 学 芸 大
長 浜 バ イ オ 大
京 都 産 業 大
京 都 外 国 語 大
京 都 看 護 大
京 都 橘 大
京 都 女 子 大
京 都 先 端 科 学 大
同 志 社 大
同 志 社 女 子 大
立 命 館 大
龍 谷 大
大 阪 産 大
大 阪 体 育 大
摂 南 大
関 西 大
関 西 外 大
近 畿 大
関 西 学 院 大
桃 山 学 院 大
武 庫 川 女 子 大
福 岡 大
　 合 計 　

4

1

3

11

6
50
3
14
3
1
25
1
29
2
20
16
2
1
1
6
5
23
63
85
4
18
15
3
3
2
1
38
2
1

107
6
15
10
14
2
1
1
5
1
8
4
24
10
1
1
6
11
3
22
8
4
2
1

762

6
50
3
14
3
1
25
1
29
2
20
16
2
1
1
6
5
23
63
85
4
18
15
3
3
2
1
42
2
1

107
6
15
10
14
2
1
1
5
1
9
4
27
10
1
1
6
11
3
22
8
4
2
1

773

大  学  名

＜私立大学＞

現役 既卒 合計

9137 146

合格者数
現役 既卒 合計

国公立大学
合計146名　

合格者数

岐 阜 市 立 女 短
　 合 　 計 　 0

4
4

4
4

短　大　名

＜国公立短期大学＞

現役 既卒 合計

合格者数

水 産 大 校
　 合 　 計 　 0

2
2

2
2

学　校　名

＜その他＞

現役 既卒 合計

合格者数

平 成 医 療 短 期 大
　 合 　 計 　 0

2
2

2
2

短　大　名

＜私立短期大学＞

現役 既卒 合計

合格者数

岐 阜 県 立 衛 生 専
中 京 法 律 専
学校法人名古屋大原学園
名 古 屋 大 原 学 園
中 日 美 容 専
愛 北 看 護 専
名 鉄 看 護 専
名古屋ビューティーアート専
日本航空大学校 石川
　 合 　 計 　 0

7
1
1
1
1
1
1
1
1
15

7
1
1
1
1
1
1
1
1
15

学　校　名

＜各種専門学校等＞

現役 既卒 合計

国 立 大 学
公 立 大 学
私 立 大 学
国 公 立 短 期 大 学
私 立 短 期 大 学
専 門 学 校
就 職
浪 人
そ の 他
　 合 　 　 計 　

78
47
192
1
2
10
2
22
1

355

＜進路先まとめ＞
進　路　先 現役 既卒 合計

85
49
192
1
2
10
2
22
1

364

7
2

9

しあわせ祈願の宮

　本荘神社は富士山・出雲大社と伊勢神宮・
白山と結んだ交点に鎮座している。
　パワースポットとして注目を集めております。

岐阜市本荘敷島町 9丁目 24 番地

●月替わり御朱印授与

TEL 058-201-5381

宮　司 今 津 　 隆 弘
監　事 （10期）浅 野 晃 一 郎

ど
う
か
、お
一
人
二
千
円
以
上
の

会
費
納
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。


